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序

　本県には、これまでに発見された約4,900か所の遺跡をはじめとして、

先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これら埋蔵文化

財の保存・継承と積極的活用は、県民が地域社会の歴史や文化に親しみ、

理解を深め、ふるさとを愛する人づくりにつながります。

　一方、県北地域においては国道７号の混雑緩和、大館能代空港へのア

クセス向上、生活圏中心都市間の連携強化などを目的とした一般国道７

号鷹巣大館道路建設事業が行われております。本教育委員会では、これ

らの地域開発との調和を図りながら、埋蔵文化財を保存し、活用するこ

とに鋭意取り組んでおります。

　本報告書は、一般国道７号鷹巣大館道路建設事業に先立って、平成23

年度に北秋田市において実施したハケノ下遺跡の発掘調査成果をまとめ

たものです。調査の結果、中世の集落跡と中世末から近世にかけての水

田跡が見つかりました。

　本書がふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一

助になることを心から願うものであります。

　最後になりましたが、発掘調査及び本報告書の刊行にあたり御協力い

ただきました国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所、北秋田市

教育委員会など関係各位に対し、厚くお礼申し上げます。

　　平成24年９月

秋田県教育委員会　　　　　　　　

教育長　米　田　　進　　
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例　　言

１　本書はハケノ下遺跡（はけのしたいせき）の発掘調査成果を収めたものである。
２　調査内容については、すでにその一部が秋田県埋蔵文化財センター年報等によって公表されてい

るが本書を正式なものとする。
３　発掘調査の原因は、一般国道７号鷹巣大館道路建設事業である。
４　調査要項
　　遺跡名　　　　　ハケノ下遺跡（はけのしたいせき）
　　遺跡略号　　　　６ＨＫＮＳ
　　遺跡所在地　　　秋田県北秋田市脇神字ハケノ下149外
　　調査期間　　　　平成23年９月12日～平成23年11月25日
　　調査面積　　　　2,500㎡
　　調査主体　　　　秋田県教育委員会
　　調査機関　　　　秋田県埋蔵文化財センター
　　調査担当　　　　佐々木　尚人（学芸主事）
　　　　　　　　　　菅野　美香子（文化財主任）
　　総務担当　　　　小松　正典　（主査）
　　調査協力機関　　国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所　
　　　　　　　　　　北秋田市教育委員会
５　本書に使用した地形図は、国土地理院発行の25,000分の１「鷹巣東部」・「鷹巣西部」、国土交通

省東北地方整備局能代河川国道事務所提供の1,000分の１工事路線計画図である。
６　遺跡基本層位と遺構土層中の土色の色調表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団

法人日本色彩研究所色票監修『新版　標準土色帖』によった。
７　本書に使用した航空写真は、株式会社シン技術コンサルに撮影を委託したものである。
８　本書の執筆分担は次の通りである。編集は佐々木尚人が行った。
　　第１章・第２章：佐々木尚人　　　第３章・第５章：菅野美香子
　　第４章：「理化学的分析」は、（株）加速器研究所、（株）吉田生物研究所、（株）古環境研究所がま

とめた分析委託の成果報告である。
９　発掘調査では福井県教育庁埋蔵文化財センター、福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館、岩井浩介、

佐藤実、庄田知充、花田攻、畠山忠明の協力を得た（順不問、敬称略）。
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凡　　例

１　本書に掲載した平面図の方位は、世界測地系平面直角座標第X系座標北を示す。
２　遺構番号は種類ごとに略記号を付し、種別を問わず検出順に連番とした。また、遺物番号は遺構

内外・種別を問わず出土順に連番とした。遺構・遺物の略記号は下記のとおりである。
　　　　　　　　SB：掘立柱建物跡　　　SK：土坑　　　SKP：柱穴様ピット
３　遺構・遺物の実測図には、それぞれスケールを付した。
４　各表中の（　）付きの数値は残存値である。
５　第２表から第10表の土色凡例は、次のとおりである。
　　１：Ⅳ層由来の土にⅤ層・地山の土が塊状に混入。
　　２：Ⅴ層由来の土にⅣ層・地山の土が塊状に混入。
　　３：Ⅴ層由来の土に地山の土が塊状に混入。
　　４：地山由来である。
６　陶磁器類の実測図は、断面の左側に内面図（拓影）、さらにその左側に外面図（拓影）を配して

いる。また、実測図の一点鎖線は釉の範囲を表す。
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第１章　調査の経過

　　第１節　調査に至る経緯

　一般国道７号鷹巣大館道路は、北秋田市脇神から摩当山を通り、大館市櫃崎で大館西道路に連結す

る13.9㎞の道路である。平成17年度には、大館市櫃崎間から北秋田市栄までの8.3㎞間の工事に国土交

通省東北地方整備局能代河川国道事務所が着手した。平成19年には北秋田市栄からあきた北空港 I .

Cまで道路工事が延長されることが決まった。一般国道７号鷹巣大館道路は国土交通省が自動車専用

道路として整備を進めており、大館能代空港へのアクセス向上や、一般国道７号線の渋滞緩和、災害

時の迂回路の確保と県内の交通ネットワークの形成など、地域の文化と経済交流の活性化を目的とし

て計画された路線である。

　一般国道７号鷹巣大館道路建設計画路線内には埋蔵文化財が包含されている可能性があるため、国

土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所長より、文化財保護法に基づき、秋田県教育委員会教育

長に埋蔵文化財の遺跡分布状況についての調査依頼があった。秋田県教育委員会は、平成21年度に建

設工事予定地内の試掘調査を実施した結果、新たにハケノ下遺跡を発見した。この結果を受けて、平

成22年度に秋田県埋蔵文化財センターがハケノ下遺跡の確認調査を実施し、秋田県教育委員会は国土

交通省東北地方整備局能代河川国道事務所長に工事区域内2,100㎡の発掘調査が必要であることを報

告した。その後、国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所長と秋田県教育委員会による協議を

経て、秋田県埋蔵文化財センターが平成23年度にハケノ下遺跡の発掘調査を実施することになった。

　　第２節　発掘調査の経過

　平成23年９月12日から11月25日まで実施した発掘調査の経過は次の通りである。本調査に先立ち８

月30日から９月２日まで表土除去を、９月５日よりグリッド打設を行った。

【第１週　９月12日～９月16日】

　作業員に作業内容の説明や諸注意を行い、発掘機材の搬入、環境整備を行った。13日から調査区内

の排水を円滑にするために排水溝の設置を16日まで行った。この作業で排水溝より剝片、陶磁器片、

木製品（箸など）が出土した。14日にベルトコンベアーを設置し、15日に遺跡の基本層序となる調査

区北側の土層断面観察及び写真撮影を行った。

【第２週　９月20日～９月22日】

　調査区東側から中央にかけて表土除去の際に残されたⅠ層の粗掘りを行ったところ、陶磁器片・木

製品が少量出土した。並行して確認調査時のトレンチの掘り下げを行った。調査区北側の壁から基本

土層図作成を行った。

【第３週　９月26日～９月30日】

　26日にはⅡ層上面に水田跡を確認し、調査区全景の写真撮影を行う。27日よりⅡ層の掘り下げを開

始し、並行して水田跡の確認作業も開始した。Ⅱ層からは陶磁器片・木製品（下駄）・金属製品（銭
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貨）が出土した。

【第４週　10月３日～10月７日】

　検出した水田跡は６面におよび精査範囲も広いことから、５日にはベルトコンベアーの配置を変更

して作業効率の向上を図った。調査区西側のⅡ層掘り下げを行った。調査区の西側は削平されており、

Ⅲ層・Ⅳ層は検出しなかった。西側はⅤ層まで掘り下げた。調査区南側は、ほ場整備に伴う削平を受

けており表土の直下がⅤ層になっていた。

【第５週　10月11日～10月14日】

　調査区西側に残るⅡ層の掘り下げを11日に終了し、12日からは水田跡を検出した面のⅢ層の掘り下

げを開始した。水田跡の検出が終了した面から実測を開始した。

【第６週　10月17日～10月21日】

　調査区南側に僅かに残っているⅡ～Ⅳ層の掘り下げを行う。南東側で自然流路を検出。調査区西側

では掘立柱建物跡・柱穴様ピットを確認した。調査区西側の柱穴様ピットは調査区外、北方向に延び

ているのを確認した。

【第７週　10月24日～10月28日】

　調査区の東側ではⅣ層を掘り下げ、遺構確認作業を行う。西側では検出した掘立柱建物跡の確認と

柱穴様ピットの精査を行う。27日に２本の柱材を取り上げた。

【第８週　10月31日～11月４日】

　調査区西側の柱穴様ピットと水田跡の畦畔を確認する為、畦畔２か所を含む合計３か所を北西方向

に約15m拡張した。31日に拡張作業の為の重機が搬入された。１日、２日の２日間で拡張部の表土除

去を行った。２日にはベルトコンベアーの配置替えを行い、４日には拡張部壁の精査・遺構確認・グ

リッド杭の打設を行った。その結果、柱穴様ピットと水田の畦畔跡を検出した。

【第９週　11月７日～11月11日】

　９日には調査区全面を清掃し、10日に航空写真撮影を行った。撮影後は引き続き拡張部の柱穴様

ピット・水田の畦畔跡の精査を行い、同時に調査区西側の自然流路の堆積土の除去を開始した。

【第10週　11月14日～11月18日】

　拡張部Ⅲ層掘り下げ・遺構確認作業と自然流路の堆積土の除去を行う。この週は降雪があり、様子

を見ながら断続的に作業を進めた。

【第11週　11月21日～11月25日】

　柱穴様ピットや自然流路の実測を行った。実測以外の作業員は現場の引き渡し及び撤収に向けて、

発掘機材の洗浄・収納作業を行った。また、遺構の埋め戻しやグリッド杭の抜き取り作業を行った。

22日に文化財保護室立ち会いの下、国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所に現場を引き渡し、

事務手続きなど滞りなく行い、調査を終了した。
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第３節　整理作業の経過

　　第３節　整理作業の経過

　整理作業は、発掘調査終了後に秋田県埋蔵文化財センターで行った。出土遺物は、洗浄・注記・分

類・接合を行った後、実測と採拓を行った。検出遺構については、調査で記録作図した実測図を元に

第２原図と遺構の図版を作成した。次に遺構の第２原図と遺物の実測図などをトレースして挿図を作

成した。その後、割付と編集を行って報告書を刊行した。

なお、木製品・植物遺体・種実の一部は（株）加速器分析研究所に委託し、放射性炭素年代測定及び

樹種同定を行った。また、出土木製品のうち８点は（株）吉田生物研究所に委託し、高級アルコール

法により保存処理を行い、これらのうち必要なものに関してはあわせて放射性炭素年代測定及び樹種

同定を行った。さらに花粉・植物珪酸体分析のため、調査区内よりサンプリングした土壌は（株）古

環境研究所に委託した。
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第１章　調査の経過

第２図　工事計画と調査範囲　

０ 100m
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第２章　遺跡の位置と環境

　　第１節　地理的環境

　ハケノ下遺跡は秋田県北秋田市のＪＲ奥羽本線鷹ノ巣駅から南東へ 3.7㎞、小猿部川左岸の沖積地

に位置する。小猿部川は竜ヶ森山北西部の大湯津内沢と小湯津内沢を水源として、鷹巣盆地南部の七

日市地区を蛇行しながら西流し、秋田県の三大河川の一つである米代川に合流する全長約 31㎞の河川

である。本遺跡は、大野台台地沿いに流れる小猿部川が、大野台台地を離れて大きく北へ蛇行して形

成した平坦面の西端、大野台台地直下に立地する。遺跡の標高は約 28 ｍ、大野台台地の標高は約 35 ｍ

である。遺跡に接する大野台台地の沢からは清水が流れ出ており、周囲には水田地帯が広がっている。

　小猿部川の流域は洪水が頻繁に起きており、『鷹巣町史』によると 1956 年におきた洪水では 97 町歩

の田が流出埋没し、1975 年の洪水では家屋が流され町全体でも当時の額で 22 億３千万円余の被害が出

たとの記録があ
 （註1） 

る。本遺跡が位置する平坦面は小猿部川の氾濫原と考えられる。

　遺跡が位置する北秋田市は秋田県の北部中央に位置し、平成 13 年には鷹巣町・森吉町・合川町・阿

仁町の４町が合併して誕生した。遺跡は旧鷹巣町に所在する。旧鷹巣町は江戸時代に脇往環の１つで

ある羽州街道が東西に通り、旧鷹巣町綴子には本陣が設けられて宿場町として栄えた。また、旧鷹巣

町坊沢には、北秋田市南部にある阿仁鉱山の流通路として利用された阿仁街道（阿仁川による水運）

の船着場が設けられるなど、交通の要所であった。現在も、東西には羽州街道と並行して国道７号線

とＪＲ奥羽本線が通り、南北には国道 105 号線と秋田内陸縦貫鉄道が通り鷹巣と阿仁・角館を結ぶ。

また、他県への交通手段として大館能代空港もあり、旧鷹巣町は今も昔も交通の要所と言える。

　本遺跡の周辺地形は、『秋田県土地分類基本調査鷹巣』によれば山地・丘陵地・台地（段丘地）・低

地の４つに分けられる（第３図）。北を白神山山地、東を摩当山山地（Ig）・十ノ瀬山山地（Id）、西を

七座山山地（If）・荻ノ方山山地（Ic）、南を大野台台地（Ⅲb）によって画され、山地北麓に綴子丘陵地

（Ⅱb）、東麓に栄丘陵地（Ⅱg）・妹尾館丘陵地（Ⅱh）があり、大野台台地の北西部に蟹沢山丘陵地（Ⅱf）が

形成されている。これらは全体的に平坦面が少なく、標高 100 ～ 200 ｍの起伏に富んだ地形を呈して

いる。地質は、（Ⅱb）が新第三紀岩谷層、前山川層及び第四紀湯車層、（Ⅱf）が新第三紀小比内沢層、前

山川層シルト岩及び礫岩、（Ⅱg）・（Ⅱh）が新第三紀上部早口川層の玄武岩・凝灰岩などから構成されて

いる。また、丘陵地間には、米代川とその支流となる小猿部川などによってつくられた低地（Ⅳb・Ⅳg）

があり、低地側辺の丘陵地には数段の段丘が形成されている。本遺跡は米代川の支流である小猿部川

によって形成された小猿部川低地に立地している。
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０ 10㎞

山　地

丘陵地

台　地

低　地

第３図　地形区分図　

茂谷山山地（Ⅰａ）・奥小比内山地（Ⅰｂ）・荻ノ方山山地（Ⅰｃ）・十ノ瀬山山地（Ⅰｄ）

萱刈山山地（Ⅰｅ）・七座山山地（Ⅰｆ）・摩当山山地（Ⅰｇ）・坊山山地（Ⅰｈ）

粕毛丘陵地（Ⅱａ）・綴子丘陵地（Ⅱb）・田代丘陵地（Ⅱc）・山田丘陵地（Ⅱd）

羽根山丘陵地（Ⅱe）・蟹沢山丘陵地（Ⅱf）・栄丘陵地（Ⅱg）・妹尾館丘陵地（Ⅱh）

藤琴大地（Ⅲａ）・大野台大地（Ⅲb）

藤琴川低地（Ⅳａ）・鷹巣低地（Ⅳb）・大館低地（Ⅳc）・阿仁川低地（Ⅳd）

早口川低地（Ⅳe）・岩瀬川低地（Ⅳf）・小猿部川低地（Ⅳg）

●ハケノ下遺跡
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第２節　歴史的環境

　　第２節　歴史的環境

　ハケノ下遺跡は中世を主体とする遺跡であるが、中世の遺物だけでなく近世の遺物も出土している。

本遺跡のある北秋田市には旧石器時代から近世までの遺跡が多数確認されている。第４図のハケノ下

遺跡と周辺遺跡位置図は、南北 7.05㎞・東西 4.8㎞の北秋田市脇神を中心とする地域である。以下は

当地域に分布する遺跡について概観する。

　旧石器時代は、脇神館跡（23）でナイフ形石器が１点出土している。遺構は無く、当該期の様相は

不明である。

　縄文時代において、現在確認されているもっとも古い遺跡としては前期の竪穴建物跡と土器が見つ

かった藤株遺跡（12）がある。昭和 56 年に国道 105 号バイパス建設に伴い発掘調査が行われた。また

高森岱遺跡（９）でも前期の土器が出土しており、遅くとも前期にはこの地域で定住生活を営んでい

たと考えられる。中期の遺構は確認されていないが、タモノ木遺跡（24）、石倉岱遺跡（31）、山の上

遺跡（32）からは中期の土器が出土している。後期前葉には伊勢堂岱遺跡（20）で四つの環状列石が

見つかっている。伊勢堂岱遺跡は大館能代空港アクセス道路建設のため、平成７（1995）年度から２

か年計画で調査が行われた。遺跡からは後期前葉の環状列石とそれを取り巻く掘立柱建物跡などが検

出され、遺跡は道路建設計画を変更して現地保存された。平成 13 年１月には、この遺跡の重要性が認

められ国指定の史跡となっている。この他、後期の遺跡には石の巻岱Ⅱ遺跡（８）、川口遺跡（19）が

あり石の巻岱Ⅱ遺跡からは香炉形土器が出土している。晩期の遺跡には石の巻岱Ⅰ遺跡（７）、高森

岱遺跡、藤株遺跡、からむし岱Ⅲ遺跡（17）がある。高森岱遺跡では大型遮光器土偶が出土しており、

藤株遺跡では竪穴建物跡や土坑墓、頭部の無い人骨の火葬墓などが検出されている。このことから、

後期から晩期にかけて活発な活動が行われていたものと推測される。この他、縄文時代の遺跡には、

からむし岱Ⅳ遺跡（15）、川口Ⅱ遺跡（18）がある。

　続縄文・弥生時代は土器片の発見はあるが、この時代から古墳時代にかけての遺跡は確認されてい

ないため、当該期の様相は不明である。遺物が出土した遺跡は、からむし岱Ⅱ遺跡（22）から続縄文

時代の壺形土器が出土している。

　古代（奈良・平安時代）で当該する古い遺跡は平安中期の豪族の居住域と推測される胡桃館跡（１）

がある。鷹巣町立鷹巣中学校（現北秋田市立鷹巣中学校）の運動場造成作業中に須恵器の甕や土師器

の鉢、掘立柱などが出土した。これを受けて県教育委員会が 1967 年から 1969 年（昭和 42 年から昭和 44

年）に発掘調査を実施し、板校倉建物跡など４棟と掘立柱列（柵）・高床形式の建物跡を検出した。

シラス層の中に建ったままの状態で検出されたため、当時の建築技術を知る上でも貴重な遺跡として

注目された。小ヶ田遺跡（10）でも文化 14（1817）年に埋没家屋を検出したとの伝承記録があ
 （註1） 

るが本

格的な調査が行われていないため胡桃館との関連性は不明である。平安時代末葉の遺跡では脇神館跡

がある。竪穴建物跡・竪穴状遺構・空堀・溝跡・土坑（土師器・須恵器出土）・焼土遺構で構成され

る集落跡と考えられる。また、詳細な時期は不明だが平安時代の集落として法泉坊沢Ⅱ遺跡（14）が

ある。19 軒の竪穴建物跡と鍛冶炉が検出されている。このほか平安時代の遺跡には、竪穴建物跡や土

師器が検出されているからむし岱Ⅴ遺跡（16）、土師器が出土した根木屋敷岱Ⅰ遺跡（27）がある。

　中世の遺跡では脇神館跡、館平館跡（５）、 槐岱道上館跡（11）、 小森館跡（25）、 横淵館跡（34）
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がある。脇神館跡では空堀、土塁、竪穴状遺構、土坑が検出された。また、ピット内から炭化米・雑

穀が確認された。館平館跡・小森館跡・横淵館跡は『秋田県の中世城館』によると比内地方を支配し

ていた浅利氏の家臣が駐在していたとあり、小森館跡は浅利氏支配から後に秋田実季の蔵入地となっ

たと記されている。

註１　鷹巣町史編さん委員会　『鷹巣町史』第一巻　1992（平成４）年　　

　引用・参考文献

　秋田県教育委員会　『藤株遺跡発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告書第 85 集　1981（昭和 56）年

　秋田県教育委員会　『法泉坊沢Ⅱ遺跡－地方特定道路整備工事鷹巣町湯車工区に係る埋蔵文化財発掘調査報告書－』秋田県

文化財調査報告書第 278 集  1998（平成 10）年

　秋田県教育委員会　『脇神館跡－県道木戸石鷹巣線建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅰ－』秋田県文化財調査報告

書第 284 集  1999（平成 11）年

　秋田県教育委員会　『伊勢堂岱遺跡－県道木戸石鷹巣線建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ－』秋田県文化財調査

報告書第 293 集  1999（平成 11）年

　秋田県教育委員会　『胡桃館埋没建物発掘調査概報』秋田県文化財調査報告書第 14 集　1968（昭和 43）年

　秋田県教育委員会　『からむし岱Ⅰ遺跡－大館能代空港アクセス道路整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書－』秋田県

文化財調査報告書第 339 集  2002（平成 14）年

　秋田県教育委員会　『秋田県遺跡地図（北秋田地区版）』  2006（平成 18）年

　秋田県教育委員会　『秋田県の中世城館』秋田県文化財調査報告書第 85 集　1981（昭和 56）年

　秋田県　『土地分類基本調査　鷹巣』　1985（昭和 60）年

　鷹巣町史編さん委員会　『鷹巣町史』第一巻　1992（平成４）年

　鷹巣町史編さん委員会　『鷹巣町史　年報』  1989（平成元）年

　北秋田市教育委員会　『史跡　伊勢堂岱遺跡発掘調査報告書』北秋田市埋蔵文化財調査報告書第 13 集　2011（平成 23）年
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第４図　周辺の遺跡
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第 1 表　 周辺の遺跡

第２章　遺跡の位置と環境

番号 遺 跡 名 種 別 主 な 遺 構 ・ 遺 物 備 考

1 胡 桃 館 埋 没 家 屋 掘立柱建物、柵列、柱列、須恵器、
土師器、木簡、建築遺材

『胡桃館埋没遺跡発掘調査報告書』1968、『胡
桃館埋没建物遺跡第２次発掘調査報告書』
1969、『胡桃館埋没建物遺跡第３次発掘調査
報告書』1970

2 竹 原 岱 Ⅰ 遺物包含地 縄文土器片 『遺跡詳細分布調査報告書』県教委 2003

3 竹 原 岱 Ⅱ 遺物包含地 縄文土器片 『遺跡詳細分布調査報告書』県教委 2003

4 竹 原 岱 Ⅲ 遺物包含地 縄文土器片 『遺跡詳細分布調査報告書』県教委 2003

5 館 平 館 館 　 跡 郭 『秋田県の中世城館』県教委 1981

6 与冶兵エ谷地 溝 状 遺 構 溝跡、土坑 『遺跡詳細分布調査報告書』県教委 2003

7 石 の 巻 岱 Ⅰ 遺物包含地 縄文土器（晩期） 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

8 石 の 巻 岱 Ⅱ 遺物包含地 縄文土器（後期）、香炉形土器 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

9 高 森 岱 遺物包含地 縄文土器（前期～晩期）、大型遮光器
土偶 『鷹巣町史　第一巻』1987

10 小 ヶ 田 埋 没 家 屋 平安時代埋没家屋 『秋田県史考古編』1960

11 槐 岱 道 上 館 館 　 跡 空堀、郭 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

12 藤 　 株 集 落 跡
竪穴住居跡、Ｔピット、配石遺構、
縄文土器、石器（石錐・石斧他）、土
製品（土偶・耳飾・腕輪他）

『藤株の住居跡』人類学雑誌 42 － 238、冨樫
泰時『藤株遺跡とその周辺』『出羽路 36 号』
1967、『藤株遺跡発掘調査報告書』県教委、『藤
株遺跡発掘調査報告書Ⅰ』鷹巣町教育委員会
1990

13 法 泉 坊 沢 Ⅰ 集 落 跡 竪穴状遺構 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

14 法 泉 坊 沢 Ⅱ 集 落 跡
平安時代竪穴建物跡、鍛冶炉、板塀
跡、土坑、柱穴、縄文土器、磨製石
斧、土師器、須恵器、鉄製品、鉄滓、
羽口

『法泉坊沢Ⅱ遺跡』県教委 1998

15 からむし岱Ⅳ 集 落 跡 平安時代竪穴建物跡 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

16 からむし岱Ⅴ 集 落 跡 平安時代竪穴建物跡、縄文土器、土
師器 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

17 からむし岱Ⅲ 集 落 跡 土坑、土器 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

18 川 口 Ⅱ 遺物包含地 縄文土器、石皿 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

19 川 　 口 遺物包含地 縄文土器（後期）、石皿 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

20 伊 勢 堂 岱 祭 祀 遺 跡 環状列石、縄文土器（後期）、石器、
土製品、石製品 『伊勢堂岱遺跡』県教委 1999

21 からむし岱Ⅰ 遺物包含地
縄文時代掘立柱建物跡、平安時代竪
穴建物跡、掘立柱建物跡、中世火葬墓、
近世掘立柱建物跡、縄文土器、続縄
文土器、須恵器、土師器、陶磁器

『からむし岱Ⅰ遺跡』県教委 2002

22 からむし岱Ⅱ 遺物包含地 続縄文時代、壺形土器 『秋田県史考古編』1960、『鷹巣町史　第一巻』
1987

23 脇 神 館 館 　 跡
ナイフ形石器、平安時代竪穴建物跡、
空堀、土塁、炭窯跡、塚、縄文土器、
石器、須恵器、土師器、陶磁器、銭貨、
鉄製品、鉄滓

『秋田県の中世城館』県教委 1981、『脇神館跡』
県教委 1999

24 タ モ ノ 木 遺物包含地 縄文土器（中期） 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

25 小 森 館 館 　 跡 『秋田県の中世城館』県教委 1981

26 湯 　 車 Ⅰ 遺物包含地 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

27 根木屋敷岱Ⅰ 遺物包含地 土師器 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

28 根木屋敷岱Ⅱ 遺物包含地 縄文土器（後期・晩期） 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

29 大 沢 岱 Ａ 遺物包含地 縄文土器（後期）、石器 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

30 大 沢 岱 Ｂ 遺物包含地 縄文土器（後期）、石器 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

31 石 倉 岱 遺物包含地 縄文土器（中期） 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

32 山 の 上 遺物包含地 縄文土器（中期） 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

33 大 野 台 下 遺物包含地 縄文土器 『秋田県遺跡地図』県教委 2006

34 横 淵 館 館 　 跡 郭 『秋田県の中世城館』県教委 1981

35 囲 の 内 遺物包含地 縄文土器（後期） 『秋田県の考古学』1967
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　　第１節　調査の方法

　１　グリッドの設定方法
　調査区には、世界測地系国家座標第Ｘ系に整合する任意の点（Ｘ＝ 22185.000、Ｙ＝－ 38515.000）

を原点として、Ｘ軸・Ｙ軸の方向に４ｍ間隔の方眼を設定した（第５図）。原点を通る南北Ｘ軸方向

の線をＭＡ、同じく東西Ｙ方向の線を 50 とし、Ｘ軸方向の線には西に向かって昇順する２文字のアル

ファベットを、Ｙ軸方向の線には北に向かって昇順する２桁の数字をそれぞれ付した。Ｘ軸方向に付

したアルファベットは、繰り返しとなるＡ～Ｔまでの 20 文字を組み合わせて用いた。方眼による４ｍ

四方の区画は、南東隅を通過する線の記号を組み合わせ、例えばＭＡ 50 と呼ぶこととした。なお、こ

れら一連の作業は委託業務で実施した。

　２　調査方法
　本遺跡は平成 22 年度に行われた遺跡確認調査によると、地表面から 30㎝程度の厚さで現水田の造成

土が堆積しており、その下位に堆積する３面の層では各々遺構が検出される可能性があるとされてい

た。これを受け、現水田造成土（基本層序Ⅰ層）については重機で除去し、その下位に堆積する４面

の層（基本層序Ⅱ～Ⅴ層）については各々の上面で一連の調査を行った。Ⅱ層以下についてはすべて

人力で掘り下げている。

　Ⅱ層は上面の精査の結果、西側で畦畔が１か所残存していたのみだったため、この畦畔の写真撮影

と図面を作成したのち、東側～中央をⅢ層まで掘り下げた。なお、Ⅱ層上面精査の段階でⅢ層の水田

畦畔を検出することができたことから、Ⅱ層の掘り下げはⅢ層の水田区画単位で行い、遺物はグリッ

ド名の他に水田名を付して一括で取り上げた。Ⅲ層出土遺物も同様である。

　Ⅲ層が旧水田面のため、Ⅱ層を掘り下げた時点で完掘となり、写真撮影と図面作成を行い水田の水

利を復元するため、図面には各水田面の標高値を１ｍメッシュで記録した。祭祀に伴う掘り込みや用

水溝などを想定し、精査を行ったが、水田以外の遺構は認められなかった。水田の遺構名は東側から

順に水田①～⑦とした。

　Ⅳ層は上面精査時点で柱材や杭の上部や、根固め材と思われる礫が検出されたため、遺物の平面図

を作成した。あわせて、柱筋を検討するため柱穴様ピットの確認図面も作成した。柱穴様ピットはす

べて半截し、堆積土の記録とデジカメによる写真撮影をしたのち、完掘した。精査中に出土した遺物

については極力図面の作成を心がけたが、すべての遺物図面の作成には至っていない。柱穴様ピット

は検出順に01から番号を付し、柱穴様ピットの略称であるＳＫＰと組み合わせてＳＫＰ01などとした。

掘立柱建物跡については、最終的に整理段階で柱筋を詳細に検討して認定した。認定順に 01 から番号

を付し、掘立柱建物跡の略称であるＳＢと組み合わせてＳＢ 01 などとした。

　Ⅴ層は上面の精査の結果、遺構は検出されなかったものの、自然流路が多数検出された。遺跡の古

環境を検討するため、自然流路についても掘削し、平面図を作成した。
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第２節　基本層序

　なお各層の掘り下げ時には、層中に遺構がないかどうかに留意しながら進めた。また、検出状況記

録写真、完掘状況記録写真については、各層につきすべて撮影している。

　遺構図面は原則として 1/20 縮尺で作成し、平面図はグリッド杭を基準とした簡易の遣り方測量によ

り作成した。写真撮影は 35㎜カメラとデジタルカメラを併用した。35㎜カメラではフィルムはモノク

ロとカラーリバーサルを使用している。航空写真はラジコン・ヘリコプターに搭載したデジタルカメ

ラで撮影した。これは委託業務で実施した。

　調査を進めた結果、当初設定されていた調査範囲よりも遺構が北側に広がることが明らかとなった

ため、調査中に調査範囲を北側へ拡張した。

　

　　第２節　基本層序

　本遺跡の基本層序は等高線に直行する調査区北壁で観察し、６層に分層した。本遺跡では３回にわ

たり水田造成が行われており、Ⅰ層は第Ⅲ期水田、Ⅱ層は第Ⅱ期水田、Ⅲ層は第Ⅰ期水田に対応する。

Ⅳ層は掘立柱建物跡群構築時の造成土、Ⅳ・Ⅴ層はシラスである。なお、遺跡南半は近年の水田造成

の際に大きく削平され、Ⅰ層の直下にⅤ層が位置する。以下、下層から順に詳細を記載する。

　Ⅵ層は灰褐色のシラスである。小猿部川流域には十和田湖の大噴火に伴い発生した毛馬内火砕流が

堆積してできた毛馬内火砕流台地が広く発達するとされてお
 （註1） 

り、本層はそれに対応する可能性がある。

　Ⅴ層は灰黄褐色のシラス二次堆積であり、層中に自然木（最大で幹回り推定 60㎝程度、長さ 10 ｍ以

上）が含まれる。915 年におきた毛馬内火砕流の二次堆積が本層に対応すると考えられ
 （註2） 

る。Ⅴ－①層

は層厚５㎝程度で、部分的に確認できる。下層であるⅤ－②層に比べ黒味が強く、漸移的に変化する

ことから、10 世紀頃の旧表土と推定する。また、自然流路内にも同様の土が堆積する。Ⅴ－②層はシ

ラス堆積層である。層厚は 10 ～ 20㎝程度である。本層出土の自然木２点の放射性炭素年代測定では

1,207 ± 22yrBP 及び 1,210 ± 20yrBP（暦年較正用）の値が得られてい
 （註3） 

る。Ⅳ－③～⑤層はⅣ－①・②層

を開析する自然流路の堆積土である。Ⅳ層上面では大野台台地から小猿部川方向へ向かう浅い自然流

路を複数確認しており、雨量などに応じて頻繁に流れを変える自然流路が随時形成されていた景観が

復元される。

  Ⅳ層は、Ⅴ－①層土が下位にマーブル状に混ざる黒色土である。層厚は約 10㎝である。掘立柱建物

跡群が構築される遺跡西側のみに確認できる。建物構築時に地盤を安定させるために造成された盛土

と推定する。

　Ⅲ－①～⑤層は粘質の強い黒褐色土である。第Ⅰ期水田の造成土である。Ⅲ－①層は水田畦畔の上

面に確認できる層で、黒味が強く下層にかけて漸移的に変化することから、16 世紀から 17 世紀頃の旧

表土と推定する。Ⅲ－②～④層は水田畦畔造成土で、Ⅲ－②層は水田④西畦畔及び水田⑥北畦畔、Ⅲ

－③層は水田②西畦畔、Ⅲ－④層は水田①西畦畔に対応する。いずれも水田耕作土であるⅢ－⑤層と

土性を同じくすることから、畦畔は水田耕作土を盛り上げて形成したものと判断できる。畦畔下部を

除くⅢ－⑤層は水田耕作土である。下層であるⅤ層と不整合であることから、新田開発時に盛土造成

したものと考えられる。なお遺跡西側にはⅢ層は認められずⅣ層直上にⅡ層が堆積することから、第

Ⅱ期水田造成時にⅢ層が削平された可能性も考えられる。
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　Ⅱ層は黒褐色土である。第Ⅱ期水田の造成土である。Ⅱ－①層は第Ⅱ期水田の畦畔である。Ⅱ－②

層は 16 世紀末から 19 世紀初頭までの遺物を多量に含む。畦畔が形成されることから、第Ⅱ期水田の水

田耕作土と推測する。

　Ⅰ層は黒褐色土である。第Ⅲ期水田（現水田）である。Ⅰ－①～④層は第Ⅲ期水田耕作土、Ⅰ－⑤

層は第Ⅰ期水田の造成土と考えられる。

　　第３節　検出遺構と遺物

　１　概要
　本調査区からは水田跡７面、掘立柱建物跡７棟、土坑１基、柱穴様ピット 101 基、自然流路を検出

し、陶磁器、木製品、石製品、金属製品などが出土した。水田跡は第Ⅰ期～第Ⅲ期の３面を検出した

が、第Ⅲ期水田と第Ⅱ期水田は出土遺物などから近代以降と判断した。その為、第Ⅰ期水田のみを調

査対象とした。以下種別ごとに詳細を記載する。

　２　検出遺構
（１）　水田跡（第６図）

≪確認状況≫Ⅱ層上面及び調査区北側土層断面で水田畦畔を確認したのち、Ⅱ層を掘り下げ水田面を

確認した。遺跡南半（49 ライン以南）は近年のほ場整備によりⅤ層上面まで削平されているため、残

存していない。

≪配置・形状≫水田は７面検出した。等高線に平行して北西－南東軸に大畦を設け、大畦に直行して

小畦を設けている。東側に位置する水田①が水田面平均標高約 27.70 ｍで最も低く、西側に位置する

水田⑥及び水田⑦が水田面平均標高約 28.00 ｍで最も高い。水田①に西接する水田②は水田面平均標

高約 27.85 ｍ、水田③は水田面平均標高 27.80 ｍ、さらに水田②・③に西接する水田④・⑤は共に水田

面平均標高 27.95 ｍである。各水田面の比高値は水田①と水田②・③が 10 ～ 15㎝、水田②・③と水田

④・⑤が 10 ～ 15㎝、水田④・⑤と水田⑥・⑦が約５㎝である。土層断面により畦畔を確認し認定し

たため、水田面の形状を把握できたのは水田④のみである。水田④は長方形で、長軸約 21 ｍ、短軸約

10 ｍ、面積約 210㎡（0.2 反歩）である。

≪畦畔≫畦畔はいずれも水田耕作土と同一の土で構築される。畦畔の両脇は、水田面と比較して溝状

に５㎝程度落ち込むことから、畦畔の補修などの際に、両脇の土を掻き上げて畦畔に盛ったものと考

えられる。大畦の上端の幅は 70㎝前後、下端の幅は 120㎝前後である。小畦の上端の幅は 50㎝前後、

下端の幅は１ｍ前後である。畦畔と水田面の比高は、いずれも 25㎝程度である。水田①と水田②を仕

切る畦畔は上端の標高値が水田②の水田面標高値とほぼ同じであることから、第Ⅱ期水田造成時に削

平されたものと考えられる。
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≪水口・水利≫水口は水田②と水田③を仕切る小畦で１か所確認したのみである。畦畔が北端で途切

れるため、水口と判断した。水田面の平均標高値は水田②のほうが５㎝高いことから、水田②から③

に水を流したものと考えられる。水口付近では祭祀遺構が存在する可能性を想定し精査したが、該当

する遺構や遺物は検出されなかった。遺跡内では水路は確認されておらず、水口も１か所のみのため、

水利の復元は困難である。

≪土層≫水田耕作土（基本層序Ⅲ－⑤層）は黒褐色粘質土である。下層であるⅤ層とは不整合である

ことから、16 世紀から 17 世紀にかけて開墾時に盛土したものと考えられる。畦畔（基本層序Ⅲ－②～

④）も同じ土質であるが、畦畔上面（基本層序Ⅲ－①層）は黒味が強いので 16 世紀から 17 世紀にかけ

ての旧表土と考えられる。

≪出土遺物≫遺物は極めて少なく、磁器小片２点、美濃産陶器片１点、銭貨２点、箸・椀片・棒状木

製品が出土したのみである。箸は多数出土したが椀片や棒状木製品は数点出土にとどまった。

≪時期・備考≫水田は等高線に平行して大畦を設け、垂直方向に小畦が設けられている。標高が近似

する範囲を大畦で区画し、その区画内をさらに小畦で区画したものと推定される。

　水田の上限は水田耕作土（Ⅲ層）直下で検出されたヨシの放射性炭素年代測定の結果から、14 ～ 15

世紀と考えられる。下限は上位に盛土されるⅡ層の出土遺物から 19 世紀と考えられる。なお、水田⑤

南畦脇水田耕作面から出土した下駄の放射性炭素年代測定では 16 世紀頭～ 17 世紀頭までの値が得られ

ており、遺物からみた水田の下限と相違はない。

（２）　掘立柱建物跡

ＳＢ 05 掘立柱建物跡（第 10 図・第 11 図・第２表）

≪位置・検出状況≫ＭＥ～ＭＧ 47 ～ 50 グリッドに位置する。検出面はⅣ層上面である。検出段階でＳ

ＫＰ 46 など一部の柱穴では、柱材の上部が露出していた。調査中は部分的に柱配置を復元しながら精

査を行ったが、最終的には調査終了後に図面により、柱配置を復元し確定した。調査時はすべての柱

穴様ピットに付した通し番号を用いていたが、整理段階でＳＢ 05 に付属する柱穴ということで、ＳＢ

05 Ｐ１～ 19 に番号を振り替えた。

≪規模・重複≫桁行３間、梁行２間に付属施設のある建物跡で、桁行方向はＮ－ 59°－Ｅである。南

西側の柱間は 1.1 ～ 2.5 ｍ（3.7 ～ 8.3 尺）で、北西側の柱間は 2.3 ～ 2.5 ｍ（7.7 ～ 8.3 尺）である。北西

側と南東側に位置する柱間が、中央の母屋側よりも極端に狭いことから、北西側と南東側に庇を持つ

と考えられる。柱穴の平面形は長軸 23 ～ 58㎝、短軸 21 ～ 52㎝の楕円形や隅丸方形であり、遺構検出

面からの深さは８～ 50㎝である。

　柱材が残存していたピットは２基（Ｐ６・７）である。樹種同定によればＰ７の柱材はスギであり、

他の柱材もＰ７に類似することから、いずれもスギを使用していたものと考えられる。柱穴内に礎板

が入れられていたピットは５基（Ｐ３・８・９・16・19）、柱の根固め材としての木材が確認できた

ピットは５基（Ｐ４・10・12・15・19）である。本建物は柱材が残存するピットが一定数認められ、

良好な状態で検出されたことから、柱材が残存していないピットに関しては、すべて廃絶後に抜き取

られたものと推定される。

≪出土遺物≫残存していた柱材はいずれも芯部を除いたミカン割りされた角材で、平面形の長軸 19.7

～ 25.8㎝、短軸 17.7 ～ 18.7㎝、残存長は 64.6 ～ 68.9㎝である。いずれも下端に加工痕が残る。Ｐ６
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第３章　調査の方法と成果
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第 2 表　 SB05 掘立柱建物跡

第３節　検出遺構と遺物

S=1/600 2m

28.70m

28.70m

28.70m

28.70m

28.70m

P番号 形状 柱形状
柱寸法（㎝） 礎板

枚数
柱痕 土色

長軸
（㎝）

短軸
（㎝）

深さ
（㎝）

底面標高
（ｍ）

備 考
幅 厚さ 長さ

1 長方形 － － 0 無 1 29 23 26 27.81
2 長方形 － － 0 無 2 32 27 13 27.92 硝子製品
3 正方形 － － 1 無 2 28 27 19 27.89 木片・種子（桃）１個
4 長方形 － － 0 無 1 34 28 50 27.64 礫・木材（長さ63㎝）　根固め材
5 不整形 － － 0 無 1 58 30 36 27.80 木材（板材）・種子（トチ）３個
6 円　形 角　材 19.7 17.7 （64.6） 0 無 3 40 39 48 27.70 柱10㎝程沈む
7 長方形 角　材 25.8 18.7 （68.9） 0 無 4 47 39 41 27.53
8 楕円形 － － 1 無 1 31 28 47 27.65
9 長方形 － － 1 無 1 31 28 32 27.83 木片・種子（桃）１個
10 楕円形 － － 0 無 1 32 21 8 28.09 木材（板材）　根固め材
11 三角形 － － 0 無 1 23 22 12 28.03
12 不整形 － － 0 有 1 55 52 48 27.71 木材（板材）　根固め材
13 長方形 － － 0 無 1 54 36 50 27.64 木片
14 長方形 － － 0 無 1 46 40 46 27.65 木片・礫
15 長方形 － － 0 無 1 42 33 37 27.75 木材（角材・風化）　根固め材
16 長方形 － － 1 無 1 33 22 32 27.72
17 正方形 － － 0 無 1 23 22 31 27.70 柱の皮のみ現存
18 楕円形 － － 0 無 1 46 37 32 27.69
19 楕円形 － － 1 有 2 51 40 40 27.68 木材（板材）
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第３章　調査の方法と成果

とＰ７は同一樹木から製材されたものと考えられる。礎板は定型的な形状ではなく、板状や角状である。

明らかに転用がわかるものは角状である。また、Ｐ 15 からは幅５～７㎝の角材や板材が立位で出土し

ている。他の柱材に比較して細いことから、柱材を安定させるための根固め材と考えられる。そのほ

かにＰ３・Ｐ５・Ｐ９から、桃の種子やトチの実が出土している。

≪備考≫本建物跡は、西端部を除くと総柱になっている。Ｐ７から出土した柱材の放射性炭素年代測

定の結果によれば、暦年較正用の年代で 801 ± 23yrBP の値が得られていることから、本建物跡の時期

は 13 世紀と推定する。

ＳＢ 06 掘立柱建物跡（第 12 図・第 13 図・第３表）

≪位置・確認状況≫ＭＥ～ＭＩ 49 ～ 53 グリッドに位置する。確認面はⅣ層上面である。確認段階でＰ

３やＰ５など柱材が残存する柱穴では、柱材の上部が露出していた。調査中は部分的に柱配置を復元

しながら精査を行ったが、最終的には調査終了後に図面により、柱配置を復元し確定した。調査時は

すべての柱穴様ピットに付した通し番号を用いていたが、整理段階でＳＢ 06 Ｐ１～ 42 に番号を振り替

えた。

≪規模・重複≫桁行６間、梁行４間に付属施設が付くと考えられる建物跡で、桁行方向はＮ－ 31°－

Ｗである。南西側の柱間は 1.8 ～ 2.3 ｍ（5.4 ～７尺）で、南東側の柱間は 1.5 ～ 2.6 ｍ（4.5 ～ 7.7 尺）

である。北西側と南東側に位置する柱間が中央の母屋側よりも極端に狭いことから、それら２方向に

庇が付いていた可能性がある。柱穴の平面形は長軸 17 ～ 69㎝の楕円形や隅丸方形であり、遺構検出面

からの深さは５～ 78㎝である。

　柱材が残存していたピットは７基（Ｐ３・５・６・11・13・15・26）である。樹種同定によればＰ

13 の柱材はスギであり、他の柱材もＰ 13 柱材に類似することから、いずれもスギを使用していたもの

と考えられる。柱穴内から礎板が検出されたピットは５基（Ｐ１・10・13・32・34）である。５基の

うち４基は礎板１枚だったが、Ｐ 32 からは４枚の礎板が検出された。

　ＳＢ 07、ＳＢ 08 と重複するが、柱穴の切り合いはない。本建物跡には柱材が残存しており、ＳＢ 07

には柱が残存していないことや、残存する柱材が検出面から表出していたことから、本遺構の方が新

しい可能性が高い。

≪出土遺物≫残存していた柱材は、芯部を除いたミカン割りされた角材６本（Ｐ５・６・11・13・15・

26）、角材１本（Ｐ３）である。いずれも下端に加工痕が残る。ミカン割りされた角材は一部樹皮

が残存するものもある。ミカン割りされた角材のうち、Ｐ６・26 を除く４本は同一の木材から製材さ

れたものと考えられ、直径 60㎝以上の木材を分割したものと推測される。なおＳＢ 05 Ｐ６とＰ７もこ

れらに類似することから、同一樹木の可能性がある。Ｐ６は下端に凹状の加工が施されることから、

建築部材から転用された可能性も考えられる。礎板はいずれも板状である。定型的な形状ではなく、

明らかに転用がわかるものはない。Ｐ７・38 からは細い木材が検出されている。幅が 5.0 ～ 6.5㎝であ

ることから、柱材とは考えがたく、根固めに用いられたものと推測される。その他トチ・胡桃・李の

種子が少量と箸とみられる木製品が出土した。柱穴を埋めた時に土と共に混入したものと考えられる。

≪備考≫本遺構は遺跡内でも最も規模が大きい。このことから、母屋として使用されていたものと想

定される。重複するＳＢ 07 は本遺構と構造が比較的類似することから、本遺構とＳＢ 07 は建て替え関

係にある可能性がある。
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第３節　検出遺構と遺物
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第３章　調査の方法と成果
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第 4 表　 SB07 掘立柱建物跡

第 3 表　 SB06 掘立柱建物跡

第３節　検出遺構と遺物

P番号 形状 柱形状
柱寸法（㎝） 礎板

枚数
柱痕 土色

長軸
（㎝）

短軸
（㎝）

深さ
（㎝）

底面標高
（ｍ）

備 考
幅 厚さ 長さ

1 楕円形 － － － － 0 無 2 25 21 15 28.00
2 楕円形 － － － － 0 有 2 51 40 51 27.66
3 正方形 － － － － 0 無 1 51 47 64 27.56 木製品（箸）・種子（胡桃）１個
4 楕円形 － － － － 0 有 1 58 42 42 27.79 木片・礫・炭化物
5 楕円形 － － － － 0 無 1 40 30 31 27.93 木材（角材）・炭化物　柱横位抜き取り
6 円　形 － － － － 0 無 1 27 26 14 28.06
7 長方形 － － － － 0 無 3 28 23 20 27.97
8 正方形 － － － － 0 無 3 45 44 10 28.10 木片・板状炭化物
9 長方形 － － － － 0 無 1 33 23 20 27.94
10 楕円形 － － － － 3 無 1 46 37 27 27.90 SKP173と切り合う、P10が新しい
11 正方形 － － － － 1 無 1 24 24 5 27.95
12 円　形 － － － － 0 有 2 40 37 24 27.76
13 円　形 － － － － 0 無 3 46 37 19 27.77 炭化物
14 楕円形 － － － － 0 有 1 45 39 32 27.86
15 楕円形 － － － － 0 無 1 48 38 27 27.92 木材（風化）　根固め材
16 円　形 － － － － 0 無 1 22 22 19 27.93 木材（風化）　根固め材
17 楕円形 － － － － 0 無 1 50 40 17 27.91 木材（角材）
18 長方形 － － － － 0 無 1 21 16 20 27.90 木片
19 円　形 － － － － 0 無 1 35 35 31 27.81 底部に棒状木製品
21 円　形 － － － － 0 無 2 37 36 33 27.83
21 長方形 － － － － 0 無 3 25 21 19 27.97
22 楕円形 － － － － 0 無 2 27 24 9 28.00
23 長方形 － － － － 0 無 1 31 23 17 27.93 木片
24 長方形 － － － － 0 無 1 20 18 20 27.85
25 正方形 － － － － 0 無 2 20 19 14 27.95 底面に板材片４点
26 － － － － － 0 無 1 27 24 26 27.77

P番号 形状 柱形状
柱寸法（㎝） 礎板

枚数
柱痕 土色

長軸
（㎝）

短軸
（㎝）

深さ
（㎝）

底面標高
（ｍ）

備 考
幅 厚さ 長さ

1 長方形 － － － － 1 無 1 29 24 20 28.00 木片
2 楕円形 － － － － 0 無 1 32 26 9 28.10 木片
3 楕円形 角　材 16.4 13.2 （41.8） 0 無 2 42 32 31 27.92 木片
4 長方形 － － － － 0 無 1 38 26 23 27.99 礫　底面15㎝上に木材（板材）
5 長方形 角　材 14.1 11.3 （65.8） 0 無 1 46 31 50 27.72 根固めに礫・木の皮
6 長方形 角　材 14.9 13.9 （64.4） 0 無 1 37 25 48 27.74 柱下部に縄を掛けた痕跡あり
7 三角形 － － － － 0 無 1 25 24 13 28.10 木片　根固め材
8 不整形 － － － － 0 無 1 54 48 19 28.05
9 円形 － － － － 0 有 1 34 32 26 27.87 礫　根固め材
10 長方形 － － － － 1 有 1 67 51 54 27.63 木片・炭化物
11 楕円形 角　材 21.5 14.5 （73.6） 0 無 1 51 41 58 27.63 根固め礫２・礎板用礫１種子（胡桃）１個
12 正方形 － － － － 0 無 1 58 54 70 27.49 木片・礫
13 正方形 角　材 25.1 15.5 （80.5） 1 無 1 36 35 43 27.79 木片・礫　根固め材
14 正方形 － － － － 0 無 1 44 43 50 27.75 木製品（箸）
15 楕円形 角　材 23.1 17.8 （68.7） 0 無 1 38 33 56 27.98
16 正方形 － － － － 0 無 1 27 26 32 27.85
17 長方形 － － － － 0 無 1 38 29 30 27.89 木製品（箸）
18 楕円形 － － － － 0 無 1 50 40 49 27.68 木製品（箸）
19 楕円形 － － － － 0 無 1 43 36 41 27.77 SKP179と切り合う、P19が新しい
20 楕円形 － － － － 0 無 2 33 21 5 27.97
21 正方形 － － － － 0 有 2 38 37 25 27.73 木片
22 正方形 － － － － 0 無 2 35 34 34 27.59
23 楕円形 － － － － 0 無 1 38 33 66 27.35
24 正方形 － － － － 0 無 1 69 68 69 27.48 木製品（箸）
25 楕円形 － － － － 0 無 1 45 35 78 27.37
26 長方形 角　材 26.2 17.1 （51.3） 0 無 1 42 34 40 27.76 木材（風化）・石　根固め材
27 長方形 － － － － 0 無 2 30 25 20 27.92
28 楕円形 － － － － 0 無 1 27 23 16 28.00
29 正方形 － － － － 0 無 2 32 30 16 28.04 炭化物・礫・種子（李）1個
30 楕円形 － － － － 0 有 2 37 29 41 27.78 礫、種子（胡桃）1個
31 楕円形 － － － － 0 無 1 36 29 37 27.79 木片
32 楕円形 － － － － 4 有 1 47 40 29 27.89 木材（板材）・礫　根固め材
33 長方形 － － － － 0 無 1 31 27 32 27.75
34 正方形 － － － － 1 無 1 23 22 28 27.87 木製品（箸）・種子（トチ）４個
35 円　形 － － － － 0 無 1 35 32 34 27.76 種子（トチ）７個
36 楕円形 － － － － 0 無 2 28 21 7 28.05
37 円　形 － － － － 0 無 2 27 26 10 27.95
38 楕円形 － － － － 0 無 2 28 24 23 27.87 木材（角材）　根固め材
39 三角形 － － － － 0 無 1 25 20 8 27.99
40 長方形 － － － － 0 無 1 17 15 9 27.99
41 楕円形 － － － － 0 有 1 21 17 6 27.95
42 長方形 － － － － 0 無 1 24 21 18 27.87
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　Ｐ 13 から出土した柱材の放射性炭素年代測定の結果によれば、暦年較正用の年代で 834 ± 23yrBP の

値が得られていることから、本建物跡の時期は 13 世紀と推定する。

ＳＢ 07 掘立柱建物跡（第 14 図・第 15 図・第４表）

≪位置・確認状況≫ＭＥ～ＭＨ 50 ～ 53 グリッドに位置する。確認面はⅣ層上面である。調査終了後に

図面により、柱配置を復元し確定した。調査時はすべての柱穴様ピットに付した通し番号を用いてい

たが、整理段階でＳＢ 07 に付属する柱穴と判断したので、ＳＢ 07 Ｐ１～ 26 に番号を振り替えた。

≪規模・重複≫桁行３間、梁行２間の北西・北東・南東側に付属施設が付いた建物と考えられ、桁行

方向はＮ－ 31°－Ｗである。南西側の柱間は 1.4 ～ 2.1 ｍ（4.7 ～７尺）で、北西側の柱間は 0.8 ～ 2.1

ｍ（2.7 ～７尺）である。北西側・南西側・北東側には、中央の母屋側よりも極端に狭く共通した柱

間があることから３方向に庇が付いていたものと考えられる。北東側の庇の外側には、さらに幅の狭

い付属施設がある。柱穴の平面形は長軸 20 ～ 58㎝、短軸 16 ～ 47㎝の楕円形や隅丸方形であり、遺構検

出面からの深さは５～ 64㎝である。

　ＳＢ 07 には柱材が残存していた柱穴はなく、柱の根固め材としての木材が確認できたＳＢ 06 には柱

材が残存していたことから、本遺構の方が古い可能性が高い。柱穴内から礎板が確認できたピットは

２基（Ｐ 10・11）である。本建物と同位置に検出したＳＢ 06 では柱材が残存している例が確認されて

いることから、土壌条件が同じ本遺構においては、すべて廃絶後に抜き取られたものと推定される。

　ＳＢ 06 とＳＢ 08 は重複するが、柱穴の切り合いはない。

≪出土遺物≫Ｐ３から、箸とみられる木製品と胡桃の種子が出土している。Ｐ 19 からは棒状木製品が

出土した。

≪備考≫本遺構は規模が大きいことから、母屋として使用されていたものと想定される。本遺構に柱

材が残存していないこと、重複するＳＢ 06 は本遺構と構造が比較的類似することから、本遺構はＳＢ

06 以前に使用され、ＳＢ 06 は本遺構を建て替えたものである可能性が考えられる。

　Ｐ15 から出土した木材の放射性炭素年代測定の結果によれば、暦年較正用の年代で 1036 ± 22yrBP の

値が得られている。しかしながら、周囲に位置するＳＢ 05 やＳＢ 06 は 13 世紀の年代が得られており、

建物の主軸方向や柱配置がそれらと類似することから、本建物跡は 13 世紀の可能性も考えられる。

ＳＢ 08 掘立柱建物跡（第 16 図・第５表）

≪位置・確認状況≫ＭＥ～ＭＦ 50 ～ 52 グリッドに位置する。確認面はⅣ層上面である。調査終了後に

図面により、柱配置を復元し確定した。調査時はすべての柱穴様ピットに付した通し番号を用いてい

たが、整理段階でＳＢ 08 に付属する柱穴と判断したので、ＳＢ 08 Ｐ１～７に番号を振り替えた。

≪規模・重複≫北東側へ続く柱筋を検出することができなかったため、建物規模は不明である。現状

で確認できる規模は北西－南東軸で 6.2 ｍ、方向はＮ－ 60°－Ｗである。北西－南東軸は３間で、１

間の柱間は 1.9 ～ 2.1 ｍ（6.3 ～７尺）である。北東側に１間確認でき、柱間は 1.8 ｍ（６尺）である。

柱穴の平面形は長軸 22 ～ 39㎝、短軸 21 ～ 35㎝の楕円形や隅丸方形であり、確認面からの深さは 10 ～ 30

㎝である。柱材や礎板が残存していたピットはない。

　ＳＢ 06・07 と重複するが、柱穴の切り合いがないため、新旧は不明である。

≪出土遺物≫Ｐ２から、棒状の木製品が出土している。

≪備考≫建物の軸方向や位置から、ＳＢ 05・06 と同時期と推測される。

第３章　調査の方法と成果
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第３節　検出遺構と遺物
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ＳＢ 09 掘立柱建物跡（第 18 図・第７表）

≪位置・確認状況≫ＭＣ～ＭＤ 49 ～ 50 グリッドに位置する。確認面はⅤ－①層上面である。調査終了

後に図面により、柱配置を復元し確定した。調査時はすべての柱穴様ピットに付した通し番号を用い

ていたが、整理段階でＳＢ 09 に付属する柱穴と判断したので、ＳＢ 09 Ｐ１～７に番号を振り替えた。

≪規模・重複≫南東側へ続く柱筋を検出することができなかったため、建物規模は不明である。現状

で確認できる規模は北西－南東軸で 4.3 ｍ、北東－南西軸で 4.6 ｍ、方向はＮ－ 62°－Ｗである。北西

－南東軸は２間で、１間の柱間は 1.6 ｍ（5.3 尺）と 2.7 ｍ（９尺）である。北東－南西軸も２間で、

一間の柱間は 2.1 ｍ（7 尺）と2.4 ｍ（8 尺）である。柱穴の平面形は長軸 22 ～ 32㎝、短軸 19 ～ 30㎝の楕

円形や隅丸方形であり、遺構検出面からの深さは７～ 41㎝である。柱材や礎板が残存していたピット

はない。

≪出土遺物≫Ｐ５から、箸とみられる木製品が出土している。

≪備考≫本建物跡の周辺にはⅣ層が存在しないため、本建物跡の検出面はⅤ－①層である。建物の軸

方向や位置から、ＳＢ 05・06 と同時期と推測される。

ＳＢ 10 掘立柱建物跡（第 17 図・第６表）

≪位置・確認状況≫ＭＤ～ＭＥ 49 ～ 50 グリッドに位置する。確認面はⅤ－①層上面である。調査終了

後に図面により、柱配置を復元し確定した。調査時はすべての柱穴様ピットに付した通し番号を用い

ていたが、整理段階でＳＢ 10 に付属する柱穴と判断したので、ＳＢ 10 Ｐ１～４に番号を振り替えた。

≪規模・重複≫南東側へ続く柱筋を検出することができなかったため、建物規模は不明である。現状

で確認できる規模は北西－南東軸で 5.1 ｍ、方向はＮ－ 60°－Ｗである。北西－南東軸は２間で柱間

は 2.5 ｍ（8.3 尺）と 2.6 ｍ（8.6 尺）である。南東側に１間確認でき、柱間は 2.1 ｍ（7 尺）である。柱

穴の平面形は長軸 29 ～ 59㎝、短軸 26 ～ 58㎝の楕円形や隅丸方形であり、遺構検出面からの深さは８～

48㎝である。柱材や礎板が残存していたピットはない。

≪出土遺物≫なし。

≪備考≫本建物跡の周辺にはⅣ層が存在しないため、本建物跡の検出面はⅤ－①層である。建物の軸

方向や位置から、ＳＢ 05・06 と同時期と推測される。

ＳＢ 11 掘立柱建物跡（第 19 図・第８表）

≪位置・確認状況≫ＭＨ～ＭＩ 54 ～ 56 グリッドに位置する。確認面はⅤ－①層上面である。調査終了

後に図面により、柱配置を復元し確定した。調査時はすべての柱穴様ピットに付した通し番号を用い

ていたが、整理段階でＳＢ 11 に付属する柱穴と判断したので、ＳＢ 11 Ｐ１～４に番号を振り替えた。

≪規模・重複≫南東側へ続く柱筋を検出することができなかったため、建物規模は不明である。現状

で確認できる規模は北西－南東軸で 7.6 ｍ、方向はＮ－ 70°－Ｗである。北西－南東軸は２間で柱間

は共に 3.8 ｍ（12.7 尺）である。南西側に１間確認でき、柱間は 3.1 ｍ（10 尺）である。柱穴の平面形

は長軸 21 ～ 32㎝、短軸 17 ～ 28㎝の楕円形や隅丸方形であり、遺構検出面からの深さは 16 ～ 38㎝である。

柱材や礎板が残存していたピットはない。

≪出土遺物≫なし。

≪備考≫本建物跡は調査範囲を拡張した箇所で検出した。拡張部分は調査工程上の都合により、Ⅴ－

①層上面まで重機で掘削したため、本建物跡の構築面は不明である。建物の軸方向から、ＳＢ 05・06

第３節　検出遺構と遺物
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と同時期と推測される。

（３）土坑（第 20 図）

≪位置・確認状況≫ＬＰ・ＬＱ 48・49 グリッドに位置する。Ⅴ－①層上面で確認した。

≪規模・重複≫長軸 178㎝、短軸 168㎝の不整形で、土坑中位付近から底面にかけては、隅丸方形となる。

確認面からの深さは約 80㎝である。壁は段を持ち、開いて立ち上がる。北壁はややオーバーハングする。

底面はやや丸みを帯びる。水田③の西畦畔と重複し、本遺構が古い。

≪覆土≫ 12 層に分層した。１層には上層であるⅢ層由来土がマーブル状に含まれる。１～７層は比較

的均質であることから、自然堆積と推定する。５・６層は壁際に堆積し、地山由来土であることから、

壁崩落土と考えられる。８・９層は地山由来土もしくは地山土を多く含むことから、埋め戻しと推定

する。10 ～ 12 層は砂礫がラミナ状に堆積することから、開口時の水成堆積と推定される。

≪出土遺物≫なし。

≪時期・備考≫遺物が出土していないため、詳細な時期は定かではないが、Ⅲ層より古いことから、

下限は16世紀以前と推測される。また、近接するＬＯ50グリッドⅤ層直上で出土した木製品（第28図・

２）の放射性炭素年代測定の結果によると 1,116 ± 17yrBP（暦年較正用）であることから、上限は

10 世紀と推測される。性格は不明であるが、底面直上に堆積する層が水成堆積であることから、井

戸の可能性も考えられる。

（４）杭群（第 21 図）

　杭群は掘立柱建物跡群や柱穴様ピットが位置する遺跡西側のⅣ層上面で検出した。杭は約 269㎡の

範囲に 49 本無作為に打ち込まれている。先端を簡単に尖らせたのみの簡易なもので、製材ではあるが

規格性はない。材の幅は 2.5 ～ 5.0㎝程度が大半であるが中には 12㎝程の板状のものもあった。杭２点

の放射性炭素年代測定の結果によれば 951 ± 22yrBP、758 ± 21yrBP（暦年較正用）であり、掘立柱建

物跡群とほぼ同時期である。建物構築に伴う補助的な杭であった可能性も推測される。

（５）柱穴様ピット（第 21 図）

　柱穴様ピットは調査区西側で 101 基検出した。検出面はⅣ層もしくはⅤ－①・②層である。柱が残

存するものは３基、礎板が含まれるものは５基確認した。検出面がＳＢ 05 やＳＢ 06 と同様であること

から、いずれも同時期と推定する。第９・10 表 柱穴様ピット計測表に詳細を掲載した。

（６）自然流路（第 22 図）　

　Ⅴ－③～⑤層にあり、調査区の南～南西方向から６条の自然流路が延びて調査区中央の北側に向

かって流れている。北西の自然流路内から２点の加工材が出土した。他の自然流路からは遺物の類の

出土は一切なく、この加工材も流れてきたものが堆積しただけと考えられる。

　３　出土遺物　
　Ⅱ層の出土遺物はⅡ－②層から出土しており、種類と点数は、多数の木材、多数の木製品（箸・椀・

下駄）、須恵器片２点、土師器片１点、貝風呂片３点、陶磁器片 96 点、火打ち石 17 点、鉄製品 12 点、

剝片６点、砥石５点、多数の種子類（胡桃・桃・李）である。出土した木材は角状・板状・棒状など

形状は様々であり、中には曲げ物の底板が割れたような半月状の加工材も出土した。 桜の皮の加工

材や焼けた木片も含まれていた。また穿孔された木材が３点出土した。出土した木材や木片の多くは

第３章　調査の方法と成果
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第 6 表　 SB10 掘立柱建物跡

第 5 表　 SB08 掘立柱建物跡

第３節　検出遺構と遺物

28.50m

28.50m

28.50m

28.50m

S=1/600 2m

P番号 形状 柱形状
柱寸法（㎝） 礎板

枚数
柱痕 土色

長軸
（㎝）

短軸
（㎝）

深さ
（㎝）

底面標高
（ｍ）

備 考
幅 厚さ 長さ

1 長方形 － － － － 0 無 1 29 26 33 27.72
2 正方形 － － － － 0 無 1 49 47 48 27.62 木の皮  根固め材
3 正方形 － － － － 0 不明 不明 59 58 47 27.69
4 楕円形 － － － － 0 無 4 32 27 8 27.94

P番号 形状 柱形状
柱寸法（㎝） 礎板

枚数
柱痕 土色

長軸
（㎝）

短軸
（㎝）

深さ
（㎝）

底面標高
（ｍ）

備 考
幅 厚さ 長さ

1 正方形 － － － － 0 無 1 22 21 10 28.00
2 三角形 － － － － 0 無 1 35 33 30 27.78 棒状木製品
3 長方形 － － － － 0 有 3 27 22 21 27.87
4 楕円形 － － － － 0 有 1 39 35 23 27.91
5 楕円形 － － － － 0 無 1 30 26 22 27.91
6 楕円形 － － － － 0 有 1 34 24 30 27.76
7 円　形 － － － － 0 無 1 23 21 14 27.93
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第 7 表　 SB09 掘立柱建物跡

第３章　調査の方法と成果

28.50m

28.50m
28
.50
m

S=1/600 2m

P番号 形状 柱形状
柱寸法（㎝） 礎板

枚数 柱痕 土色 長軸
（㎝）

短軸
（㎝）

深さ
（㎝）

底面標高
（ｍ） 備 考

幅 厚さ 長さ

1 長方形 － － － － 0 有 1 32 27 23 27.75
2 長方形 － － － － 0 無 2 32 29 41 27.61
3 円　形 － － － － 0 無 1 28 27 40 27.63 礫
4 正方形 － － － － 0 無 1 32 30 28 27.74 木片
5 正方形 － － － － 0 無 1 28 26 29 27.79 木製品（箸）
6 三角形 － － － － 0 無 1 31 23 41 27.64
7 楕円形 － － － － 0 無 3 22 19 7 27.94 木片
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第 8 表　 SB11 掘立柱建物跡

第３節　検出遺構と遺物

P番号 形状 柱形状
柱寸法（㎝） 礎板

枚数 柱痕 土色 長軸
（㎝）

短軸
（㎝）

深さ
（㎝）

底面標高
（ｍ） 備 考

幅 厚さ 長さ

1 楕円形 － － － － 0 無 1 31 21 16 27.96
2 長方形 － － － － 0 無 1 31 28 38 27.76
3 長方形 － － － － 0 無 1 32 27 23 27.99
4 長方形 － － － － 0 無 1 21 17 19 28.12
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破損しており、木製品と確認できた遺物は箸と赤漆が塗られていた椀と下駄である。椀は原形をとど

めていないほど風化が進んでいた。下駄は全部で６個出土した。全て片方だけの出土で腐蝕がすすん

でいるものもあるが、大きさから見ると３個は大人用（第 28 図、第 30 図）で３個は子供用（第 28 図、

第 29 図）と推測される。箸も完全な状態で出土したものは無く、先端部分だけだったり折れてしまっ

たものだった（第 27 図）。箸はこのⅡ－②層で最も多く出土した。陶磁器は 13 世紀末から近世のもの

まで幅広く出土しているが、16 世紀末葉から 18 世紀末葉までの陶磁器が多い（第 25 図）。火打ち石の

材質は全て石英であり、大きさも大小様々である。金属製品は釘・飾金具・煙管の雁首・椀形滓（第

28 図）、これに７枚の銭貨である（第 29 図）。釘や煙管の雁首、椀形滓は水田跡より出土した。また、

７枚の銭貨は全て渡来銭であった。

　Ⅲ層の出土遺物はⅢ－⑤層から出土しており、種類と点数は、多数の木材、多数の木製品（箸・

椀・棒状）、陶磁器片７点、火打ち石５点、銭貨３点、剝片３点、砥石１点、多数の種子類（胡桃・

桃・李）が出土した。出土した遺物はⅡ－②層とほぼ同じであるが、出土した量はⅡ－②層より少な

くなっている。出土した木材は角状・板状・棒状であり、曲げ物の底板が割れたような半月状の板材

も出土した。Ⅱ層で出土した焼けた木材や穿孔した板材は出土しなかった。箸も出土したが、ほとん

どが折れていた。漆器は風化が進んでおり、底部のみ原形をとどめていたものが１点出土した。棒状

木製品は全て折れていたが、先端が尖るものや面を粗く削ったものが出土した。出土した陶磁器の年

代は、おおむね16世紀末から17紀初頭である。火打ち石の材質は石英で、Ⅱ層から出土した火打ち石と

共通している。出土した銭貨は、Ⅱ層と同種類のものはなかった。銭貨は全て渡来銭であった。

　Ⅳ層からは出土遺物はなかった。

　Ⅴ層の出土遺物は加工材が２点、土師器（把手付）１点、磁器片１点（第30図）である。加工材は

桶の底板のような半月状の板とへら状のものである。半月状の板は薄く、両面を丁寧に削った痕跡が

ある。へら状のものは３箇所穿孔されており、自在として使用していた可能性がある。土師器は鍋な

どの取っ手の様な形状をしている。磁器片は碗の一部で、産地は龍泉窯である。

註１　秋田県教育委員会　秋田県文化財調査報告書第 293 集　『伊勢堂岱遺跡－県道木戸石鷹巣線建設事業に係る埋蔵文化財 

　　　発掘調査報告書－』1999 年　

註２　早川由紀夫・小山真人「日本海をはさんで 10 世紀に相次いで起こった二つの大噴火の年月日 －十和田湖と白頭山－」

　　　　『火山』43 巻５号　1998 年

註３　旧鷹巣町大野尻付近の軽石層の下敷きとなった流木の放射性炭素年代測定結果は 1,280 ± 90yrBP とされている。　　

　　　　平山次郎・市川賢一「1,000 年前のシラス洪水～発掘された十和田湖伝説～」 『地質ニュース』140

第３章　調査の方法と成果
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第 9 表　 柱穴様ピット計測表 （1）

第３節　検出遺構と遺物

SKP
番号 形状 柱形状

柱寸法 （㎝） 礎板
枚数 柱痕 土色 長軸

（㎝）
短軸
（㎝）

深さ
（㎝）

底面標高
（ｍ） 備 考

幅 厚さ 長さ

2 楕円形 － － － － 0 有 1 34 26 19 28.03 木片　根固め材

4 正方形 － － － － 0 無 1 27 25 29 27.90 木片　根固めか柱抜き取り後の残存

6 正方形 － － － － 0 無 1 25 24 7 28.12 木製品（箸）

7 不整形 － － － － 0 有 1 41 25 49 27.71 木製品（箸）

8 楕円形 － － － － 0 有 1 43 38 43 27.75 木材（板材）・炭化物・根固め材

9 円　形 － － － － 0 無 1 18 17 6 28.11

13 円　形 － － － － 0 無 2 23 23 28 27.89

15 円　形 － － － － 0 無 1 30 29 27 27.91 木片

18 楕円形 － － － － 0 無 2 47 38 25 27.92 木片

23 楕円形 － － － － 0 無 1 36 33 31 27.85 木片

26 楕円形 － － － － 0 無 1 43 33 43 27.74 木製品（箸）・木片・礫

28 長方形 － － － － 0 有 2 38 28 37 27.79

29 楕円形 － － － － 0 有 1 36 24 38 27.80

31 楕円形 － － － － 0 無 1 54 34 22 27.92 木片

34 長方形 － － － － 0 無 3 26 20 7 28.13

36 楕円形 － － － － 0 無 1 34 24 11 28.10 木片

37 長方形 － － － － 0 無 1 22 19 5 27.98

41 長方形 角　材 19.1 10.1 （49.0） 0 無 1 39 29 40 27.80 木片・皮あり芯無し　底に削痕

42 円　形 － － － － 0 無 1 33 30 23 27.98

43 正方形 － － － － 0 無 3 25 24 23 27.94 炭化物

45 楕円形 － － － － 0 無 3 31 27 12 27.94 木片

49 無　し － － － － 2 無 － － － － － 礎板のみの検出

54 三角形 角　材 16.9 15.2 （50.7） 0 無 2 43 35 36 27.81 木材（角材）　根固め材

56 長方形 － － － － 0 無 1 34 30 不明 不明

58 円　形 － － － － 0 無 1 38 37 20 28.01 木材（風化）  根固めか柱抜き取りの残存

60 楕円形 － － － － 0 有 1 32 28 33 27.87 木材（板材） 根固め材

62 三角形 － － － － 0 無 1 29 24 16 28.04 木片

65 正方形 － － － － 3 無 4 43 40 64 27.59 底面に柱片

66 長方形 － － － － 0 無 3 45 25 19 28.05

67 楕円形 － － － － 0 無 1 56 46 35 27.87

74 三角形 － － － － 0 無 1 26 23 35 27.80 種子（桃）1個

75 長方形 － － － － 2 有 1 31 27 23 27.89 礫･炭化物・種子（李）１個

76 正方形 － － － － 0 有 2 30 29 16 27.80

77 長方形 － － － － 0 無 1 33 27 31 27.86 木片

82 長方形 － － － － 0 有 1 29 23 22 27.88 礫

83 長方形 － － － － 0 無 1 32 23 13 27.99 炭化物

86 正方形 － － － － 0 無 4 33 32 10 27.92

88 楕円形 － － － － 0 無 4 31 28 29 27.74

95 楕円形 － － － － 0 無 2 24 18 6 27.92

96 円　形 － － － － 0 無 1 30 28 38 27.63 炭化物

97 円　形 － － － － 0 無 3 25 25 27 27.76

99 円　形 － － － － 0 無 2 27 26 12 28.08

101 円　形 － － － － 0 無 1 30 28 33 27.82

106 円　形 － － － － 0 無 3 36 26 8 28.10 炭化物

114 円　形 － － － － 0 無 1 51 47 23 27.97

115 楕円形 － － － － 0 無 1 37 29 24 27.73

116 正方形 － － － － 0 無 1 38 36 17 28.07

117 長方形 － － － － 0 無 1 20 18 12 28.02 炭化物

118 不整形 － － － － 1 無 1 41 29 30 27.90

119 長方形 － － － － 0 無 2 26 20 18 28.02
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第10表　 柱穴様ピット計測表 （２）

第３章　調査の方法と成果

SKP
番号 形状 柱形状

柱寸法 （㎝） 礎板
枚数 柱痕 土色 長軸

（㎝）
短軸
（㎝）

深さ
（㎝）

底面標高
（ｍ） 備 考

幅 厚さ 長さ

120 長方形 － － － － 0 無 3 25 22 18 28.01

121 正方形 － － － － 0 無 3 25 24 14 27.99

123 正方形 － － － － 3 無 3 28 27 39 27.79 木材（角材）・種子（桃）1個

126 楕円形 － － － － 0 無 3 30 21 2 28.11 木片

127 正方形 － － － － 0 無 1 29 27 17 28.01 棒状木製品

128 長方形 － － － － 0 無 3 28 24 14 28.02

130 楕円形 － － － － 0 無 1 34 30 43 27.54

131 楕円形 － － － － 0 無 3 30 27 12 28.03

133 楕円形 － － － － 0 有 2 34 29 32 27.81

134 楕円形 － － － － 0 有 2 29 20 17 27.88

135 円　形 － － － － 0 無 1 27 26 21 27.77 木片

137 円　形 － － － － 0 無 1 27 27 20 27.78

138 正方形 － － － － 0 無 1 25 23 27 27.80 木片

141 長方形 － － － － 0 無 1 26 21 20 27.80 U字型木製品２個

148 円　形 － － － － 0 有 3 30 28 29 27.89

149 楕円形 － － － － 0 無 2 46 36 33 27.85 木片

154 円　形 － － － － 0 無 2 23 22 12 27.91

155 楕円形 － － － － 0 無 2 23 17 7 27.94

156 楕円形 － － － － 0 無 1 21 18 8 28.02

157 不整形 － － － － 0 有 2 50 24 17 27.99

158 楕円形 － － － － 0 無 1 25 19 6 28.06

162 楕円形 － － － － 0 無 1 34 24 17 28.00

163 三角形 － － － － 0 無 1 23 19 15 27.90

165 長方形 － － － － 0 無 1 30 25 24 27.83 木製品（箸）・種子（トチ）７個

173 長方形 － － － － 0 無 1 33 28 30 27.87

174 長方形 － － － － 0 無 1 44 29 42 27.78

175 円　形 － － － － 0 無 2 33 31 21 27.98

177 円　形 － － － － 0 無 1 23 22 25 27.96 木の皮あり  根固めか柱抜き取り後の残存

179 楕円形 － － － － 0 無 1 56 42 14 27.77 <SKP180

181 楕円形 － － － － 0 無 3 37 24 96 28.07

183 円　形 － － － － 0 無 1 30 29 12 28.09

185 不整形 角　材 21.2 20.4 （51.4） 0 無 1 70 不明 41 27.81 木片  根固め材

187 楕円形 － － － － 0 無 1 30 24 15 28.09

189 三角形 － － － － 0 無 1 28 27 10 28.12

196 正方形 － － － － 0 無 1 29 29 17 27.92

198 円　形 － － － － 0 無 1 24 23 17 27.85

199 楕円形 － － － － 0 無 1 33 25 18 27.88

205 長方形 － － － － 0 無 1 38 27 33 27.70

206 楕円形 － － － － 0 無 1 30 22 46 27.80

208 楕円形 － － － － 0 無 不明 26 20 8 27.84

209 楕円形 － － － － 0 有 1 27 23 18 27.85

210 円　形 － － － － 0 無 1 24 22 23 27.77
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第３節　検出遺構と遺物
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第３章　調査の方法と成果
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第３節　検出遺構と遺物

第24図　遺構内出土木製品（2）
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第３章　調査の方法と成果

第25図　 遺構外出土陶磁器類 （1)
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第３節　検出遺構と遺物

第26図　 遺構外出土木製品 （1)
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第３章　調査の方法と成果

第27図　 遺構外出土木製品 （2)

1

６

８

４

９

10

２

３

５

７

11

13

14

12

０ 10cm



― 49 ―

第３節　検出遺構と遺物

第28図　 遺構外出土木製品 （3) ・ 金属製品
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第３章　調査の方法と成果

第29図　 遺構外出土陶磁器類 （2) ・ 石製品 ・ 木製品 （4) ・ 銭貨

1

６

８

４

９

10

２

３

５

７

11

13

20

14

21

15

22

16 17 18 19

12

０

０

５cm

10cm



― 51 ―

第３節　検出遺構と遺物

第30図　 遺構外出土陶磁器類 （3) ・ 木製品 （5)
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第11表　　陶磁器類観察表

第３章　調査の方法と成果

挿図
番号 図番号 種別 器種 産地 時期 出土地点 層位 口径

（cm）
底形

（cm）
高さ

（cm） 備 考

25 1 須恵器 甕 － 不　明 MB47 Ⅱ－②層 － －  （4.2）

25 2 須恵器 甕 － 不　明 LP48 Ⅱ－②層 － －  （9.6）

25 3 陶　器 碗 肥　前 16ｃ末葉～
17ｃ初頭 遺跡西部 Ⅱ－②層 － 5.1  （1.9） 長石釉　高台内無釉

25 4 陶　器 皿 肥　前 16ｃ末葉～
17ｃ初頭 水田⑥（北） Ⅱ－②層 － 6.0  （3.0） 灰釉　胴部外面下半無釉

25 5 陶　器 皿 肥　前 16ｃ末葉～
17ｃ初頭 LQ52 Ⅱ－②層 11.6 －  （2.0） 鉄絵　口唇黒色付着物

25 6 陶　器 皿 肥　前 16ｃ末葉～
17ｃ初頭 MG51 Ⅱ－②層 11.9 －  （2.1） 灰釉　胴部外面下半無釉

25 7 陶　器 皿 肥　前 16ｃ末葉～
17ｃ初頭 LN47 Ⅱ－②層 13.5 －  （2.8） 灰釉　胴部外面下半無釉  口唇打

ち欠き？

25 8 陶　器 皿 肥　前 16ｃ末葉～
17ｃ初頭 水田⑥ Ⅱ－②層 12.1 4.8  2.2 鉄絵　胴部外面下半無釉  口唇打

ち欠き？

25 9 陶　器 皿 肥　前 17ｃ後半～
18ｃ末葉 水田③ Ⅱ－②層 11.5 －  （2.9） 銅緑釉  見込み蛇の目釉剥ぎ  胴部

外面下半無釉

25 10 陶　器 瓶 肥　前 17ｃ？ MC49 Ⅱ－②層 － －  （3.3） 鉄釉　内面無釉

25 11 陶　器 壺 不　明 不　明 MB55 Ⅱ－②層 － － （10.6）

25 12 陶　器 擂鉢 越　前 16ｃ後葉 LN46 Ⅱ－②層 － －  （8.9） 内面煤付着

25 13 陶　器 擂鉢 越　前 16ｃ 水田⑥ Ⅱ－②層 － －  （3.9） 内面煤付着

25 14 陶　器 擂鉢 須佐唐津 17ｃ末～  
18ｃ LR51 Ⅱ－②層 － －  （3.7）

25 15 陶　器 壺 不　明 不　明 LN47 Ⅱ－②層 － －  （7.0） 外面自然釉

25 16 磁　器 碗 龍　泉 13ｃ後半～
14ｃ前半 MF48 Ⅱ－②層 － －  （2.5） 青磁  鎬蓮弁文

25 17 磁　器 蓋付碗 肥　前 17ｃ末葉～
18ｃ後葉 MB50 Ⅱ－②層  7.2 －  （3.9） 染付  こんにゃく印判  口縁内外面

無秞

25 18 磁　器 皿 肥　前 17ｃ前葉 MF48 Ⅱ－②層 － 8.0  （2.9） 染付  見込み蛇の目釉剥ぎ  高台畳
付砂付着  貫入多い

25 19 磁　器 皿 不　明 19ｃ前半？ 水田④ Ⅱ－②層 13.3 7.5  2.1 染付  高台畳付砂付着  貫入多い  
切込か？

25 20 磁　器 皿 肥　前 17ｃ中葉～
後葉 LO46 Ⅱ－②層 13.4 －  2.5 染付  見込み蛇の目釉剥ぎ（鉄釉

塗布）  口縁内面に黒色付着物

25 21 磁　器 瓶 肥　前 17ｃ末葉～
19ｃ前半 MB51 Ⅱ－②層 － －  （4.9） 染付　一重網目文　内面下半無釉

29 6 陶　器 皿 瀬戸美濃 16ｃ末葉～
17ｃ初頭

水田②と③
の水口直上

Ⅲ－④層
（上面） 10.8 －  （2.2） 志野　貫入　ピンホール多い

29 7 陶　器 皿 肥　前 16ｃ末葉～
17ｃ初頭

水田③
（LP50） Ⅲ－⑤層 － －  （2.7） 鉄絵

29 8 陶　器 皿 肥　前 16ｃ末葉～
17ｃ初頭 LT51 Ⅲ－②層 12.3 4.5  3.2 灰釉  見込み胎土目  胴部外面下半

無釉  被熱

29 9 磁　器 鉢 肥　前 17ｃ前葉 ME49 Ⅲ－⑤層 － －  （5.4） 染付

30 1 土師器 把手付 － 10ｃ後半～
11ｃ MG49 Ⅴ－②層 － －  （5.4） ナデ　ケズリ

30 2 磁　器 碗 龍　泉 13ｃ後半～
14ｃ前半 拡張部 Ⅴ－②層 － －  （2.4） 青磁　鎬蓮弁文

30 3 陶　器 皿 瀬戸美濃 16ｃ後半 拡張部 －  9.5 4.8  2.3 灰釉　内禿

30 4 陶　器 皿 瀬戸美濃 16ｃ末葉～
17ｃ初頭 撹　乱 － － －  （1.5） 志野　菊皿　ピンホール多い

30 5 陶　器 皿 肥　前 16ｃ末葉～
17ｃ初頭 MH50攪乱 － － 3.9  （1.8） 長石釉　外面無釉

30 6 陶　器 皿 瀬戸美濃 16ｃ後半 LR54範囲確
認 ト レ ン チ － 10.0 5.9  2.2 灰釉　内禿

30 7 磁　器 皿 肥　前 17ｃ前葉 拡張部 － － 4.9  （2.5） 染付　見込み蛇の目釉剥ぎ

30 8 陶　器 鉢 肥　前 17ｃ末葉～
18ｃ後葉 排水溝 － － －  （5.8） 刷毛目
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第12表　　石製品計測表

第13表　　金属製品計測表

第３節　検出遺構と遺物

挿図
番号 図番号 器 種 出 土 地 点 層 位 長さ

（㎝）
幅

（㎝）
厚み
（㎝） 備 考

28 6 飾金具 MB55 Ⅱ－②層 1.5 3.6 0.1

28 7 雁　首 水田③ Ⅱ－②層 8.0 1.1 1.1

28 8 不　明 水田⑤ Ⅱ－②層 4.8 3.6  0.05

28 9 釘 水田②（L S 53） Ⅱ－②層 21.4 1.2 0.8

28 10 椀形滓 水田⑥（MB51） Ⅱ－②層 6.4 7.9 4.2

29 13 銭　貨 MG49 Ⅱ－②層 2.4 － 0.1 咸淳元宝

29 14 銭　貨 MC53 Ⅱ－②層 2.4 － 0.1 紹聖元宝

29 15 銭　貨 MF50 Ⅱ－②層 2.3 － 0.1 熙寧元宝

29 16 銭　貨 MG51 Ⅱ－②層 2.4 － 0.1 開元通宝

29 17 銭　貨 MG51 Ⅱ－②層 2.4 － 0.1 景徳元宝

29 18 銭　貨 MG51 Ⅱ－②層 2.4 － 0.1 元祐通宝

29 19 銭　貨 LO50 Ⅱ－②層 2.3 － 0.1 不明

29 20 銭　貨 MA51 Ⅲ－⑤層 2.3 － 0.1 元豊通宝

29 21 銭　貨 水田② Ⅲ－⑤層 2.5 － 0.1 嘉祐元宝

29 22 銭　貨 MG52 Ⅲ－⑤層 2.4 － 0.1 政和通宝

挿図
番号 図番号 器 種 出 土 地 点 層 位 長さ

（㎝）
幅

（㎝）
厚み
（㎝） 備 考

29 1 碁石？ MC54 Ⅱ－②層  2.2 2.1 0.5

29 2 砥　石 水田③ Ⅱ－②層  （8.3） 4.4 1.9

29 3 砥　石 MA55 Ⅱ－②層 （12.3） 6.8 2.9

29 4 砥　石 MH50 Ⅱ－②層 （10.0） 5.7 2.9 敲打痕あり

29 5 砥　石 水田③ Ⅱ－②層  （6.6） 4.6 1.4

29 12 剥片石器 LO50 Ⅱ－②層  3.1 3.6 1.1 頁岩
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第14表　　木製品観察表

第３章　調査の方法と成果

挿図
番号 図番号 器 種 出 土 地 点 層 位 最大長

（径）（㎝）
最大幅
（㎝）

厚み（高さ）
（㎝） 備 考

23 1 柱　材 SB05（P6） － （64.3） 20 17.1

23 2 柱　材 SB05（P7） － （69.3） 23.2 18.5

23 3 柱　材 SB06（P5） － （65.8） 14.4 11.3

23 4 柱　材 SB06（P6） － （64.6） 15.9 11.8

23 5 柱　材 SB06（P13） － （87） 23.4 14

23 6 柱　材 SB06（P15） － （68.9） 23 14.8

24 1 柱　材 SB06（P11） － （73.5） 21.3 14.1

24 2 柱　材 SB06（P26） － （50.6） 25 16.2

24 3 柱　材 SKP54 － （50.7） 16.8 14.5

24 4 柱　材 SKP185 － （55） 20.1 16.5

24 5 礎　板 SB06（P11） －  20.8 11.1  3.6

24 6 加工材 SKP141 －  13.6  2.6  1.1

26 1 曲げ物底板 MA55・MD55 Ⅱ－②層  19.7 －  1.4

26 2 下　駄 MA54 Ⅱ－②層 （15.9）  （4.1）  4.3

26 3 加工材 MF49 Ⅱ－②層  27.4  3.2  1.7 木釘か？

26 4 杓子形木器 水田⑤ Ⅱ－②層  21.2  4.2 1

26 5 加工材 水田③ Ⅱ－②層  20.2  2.5  1.5

26 6 曲げ物底板 LM47 Ⅱ－②層   9.5  （3.5）  1.2

26 7 漆　器 LO52 Ⅱ－②層  14.1  （3.5）  0.5 片面に黒漆塗り

27 1 漆　器 水田⑥ Ⅱ－②層   （8.1） －  （1.3） 高台内黒漆塗りそれ以外赤漆塗り

27 2 加工材 水田⑤ Ⅱ－②層  （4.8）  1.4  1.2 浮子か？

27 3 加工材 LP46 Ⅱ－②層  （5.1）  （1.8）  0.5

27 4 独　楽 水田⑤ Ⅱ－②層   5.9  4.1  3.2

27 5 加工材（円形） LM47 Ⅱ－②層   4.1  3.3  1.3 紡錘車か？

27 6 加工材 水田⑥ Ⅱ－②層   4.2  4.1  0.7 紡錘車か？

27 7 加工材 LQ53 Ⅱ－②層  （2.2）  4.5  0.5

27 8 加工材 水田④ Ⅱ－②層 9  （4.1）  1.4 蓋の取っ手か？

27 9 加工材 水田③ Ⅱ－②層  13.1  3.5  2.6 蓋の取っ手か？

27 10 加工材 LM47 Ⅱ－②層 17  （4.6）  0.9 組み物（箱）

27 11 箸 LS53 Ⅱ－②層  23.1  0.8  0.7

27 12 自　在 水田①（LO54） Ⅱ－②層 13  5.3  0.9

27 13 加工材 水田③ Ⅱ－②層 13  （2.8）  0.7

27 14 加工材 水田③ Ⅱ－②層   7.1 10.1  2.7 下駄の歯に似ている

28 1 下　駄 水田⑥ Ⅱ－②層 （14.7）  （8.3） 1

28 2 下　駄 水田⑤（LS48－49） Ⅱ－②層  13.6  （6.8）  1.5

28 3 下　駄 MD55（拡張部） Ⅱ－②層  21.8 11.5  3.4

28 4 下　駄 水田③ Ⅱ－②層   6.2  （4.4）  1.3

28 5 下　駄 水田⑤（LT50） Ⅱ－②層 16  8.4  1.5

29 10 漆　器 MD55 Ⅲ－⑤層   （9.3） －  （0.7） 高台以外黒漆塗り

29 11 下　駄 水田③南畦脇北畦より3.5ｍ Ⅲ層直上  15.1  6.7  1.3

30 9 自在？ LO50 Ⅴ-②層  19.6  5.8  2.6

30 10 下　駄 ４トレンチ －  16.7  8.5  1.9 確認調査時に出土

30 11 加工材 MG53 Ⅴ-③層  23.7 （13.3）  0.7 両面を刀子で丁寧に削っている

※下駄の最大幅は歯を含んでの数値

※ （　 ） の数値は高台を含む残存値
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第４章　理化学的分析

　　第１節　放射性炭素年代（ＡＭＳ測定）
（株）加速器分析研究所

　１　測定対象試料・測定の意義
　測定対象資料は木片など合計９点である（第15表）。遺跡の帰属時期・性格を特定するための客観

的資料を得るために測定を行った。

　２　化学処理工程
　まず、メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除き、酸－アルカリ－酸（AAA：Acid 

Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、超純水で中性になるまで希釈し、乾

燥させる。AAA処理における酸処理では、通常1mol/ℓ（1M）の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ

処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、0.001Mから1Mまで徐々に濃度を上げながら処

理を行う。アルカリ濃度が1Mに達した時には「AAA」、1M未満の場合は「AaA」と第15表に記載

する。試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO2）を発生させた後、真空ラインで二酸化炭素を精製する。

精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生成させる。グラファイト

を内径１㎜のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測定装置に装着する。

　３　測定方法
　加速器をベースとした14C－AMS専用装置（NEC社製）を使用し、14Cの計数、 13C濃度（13C/12C）、
14C濃度（14C/12C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸

（HOxⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

　４　算出方法
（１）δ13C は、試料炭素の13C 濃度（13C/12C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で

表した値である（第15表）。AMS装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。

（２）14C年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中14C濃度が一定であったと仮定して測定され、

1950年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libbyの半減期（5568年）を

使用する（Stuiver and Polach 1977）。14C年代はδ13Cによって同位体効果を補正する必要がある。

補正した値を第15表に、補正していない値を参考値として第16表に示した。14C年代と誤差は、下１

桁を丸めて10年単位で表示される。また、14C年代の誤差（±1σ）は、試料の14C年代がその誤差範

囲に入る確率が68.2％であることを意味する。

（３）pMC （percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の14C濃度の割合である。

pMCが小さい（14Cが少ない）ほど古い年代を示し、pMCが100以上（14Cの量が標準現代炭素と同等

以上）の場合Modernとする。この値もδ13Cによって補正する必要があるため、補正した値を第15表
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に、補正していない値を参考値として第16表に示した。

（４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過

去の14C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、14C年代に対応する

較正曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（1σ＝68.2％）あるいは２標準偏差（2σ＝95.4％）で

表示される。グラフの縦軸が14C年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力され

る値は、δ13C補正を行い、下一桁を丸めない14C年代値である。なお、較正曲線および較正プログラ

ムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異なるため、

年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の

計算に、IntCal09データベース（Reimer et al. 2009）を用い、OxCalv4.1較正プログラム（Bronk 

Ramsey 2009）を使用した。暦年較正年代については、特定のデータベース、プログラムに依存する

点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参考値として第16表に示した。暦年較正年代は、14C

年代に基づいて較正（calibrate）された年代値であることを明示するために「cal BC/AD」（または

「cal BP」）という単位で表される。

　５　測定結果
　試料の14C年代は、第15・16表のとおりである。試料の炭素含有率はすべて50％程度を超え、化学

処理、測定上の問題は認められない。

参考文献
Stuiver M. and Polach H.A. 1977 Discussion: Reporting of 14C data, Radiocarbon  19（3）, 355－363

Bronk Ramsey C. 2009 Bayesian analysis of radiocarbon dates, Radiocarbon 51（1）, 337－360

Reimer, P . J . et al. 2009 IntCal09 and Marine09 radiocarbon age calibration curves, 0－50,000 years cal BP, Radiocarbon  51（4）,

          1111－1150

第15表　　放射性炭素年代測定結果 (1)

測定番号 試料名 採取場所 種別
試料 試 料 処理

方法
δ13C （‰） （AMS）

δ13C補正あり

形態 採 取 位 置 Libby Age（yrBP） pMC （%）

IAAA
－112068 No.01 柱穴

（SB05P7） 柱材 木片
３～４年輪観察され、樹皮は認
められない。外側２年輪より試
料を採取。

AAA －21.55 ± 0.36 800 ± 20 90.51 ± 0.27

IAAA
－112069 No.02 柱穴

（SB06P13） 柱材 木片
８～９年輪観察され、樹皮は認
められない。外側２年輪より試
料を採取。

AAA －20.69 ± 0.33 830 ± 20 90.13 ± 0.26

IAAA
－112070 No.03 柱穴跡

（SB07P15） 木材 木片 明確な年輪は観察されず、樹皮
は認められない。 AAA －25.1 ± 0.29 1,040 ± 20 87.89 ± 0.25

IAAA
－112071 No.04 MF52（RW25）

地山上面 杭 木片
明確な年輪は観察されず、樹皮
は認められないが、樹皮直下の
可能性がある。

AAA －21.39 ± 0.39 950 ± 20 88.83 ± 0.25

IAAA
－112072 No.05 MG54（RW35）

地山上面 杭 木片
樹皮が認められ、２年輪観察さ
れた。樹皮を除いて試料とし
た。

AAA －21.39 ± 0.36 760 ± 20 90.98 ± 0.25

IAAA
－112073 No.06 MG53 Ⅳ－③層 木製品 木片

２年輪観察され、樹皮は認めら
れない。この２年輪より試料を
採取した。

AAA －24.27 ± 0.46 950 ± 20 88.87 ± 0.25

IAAA
－112074 No.07 柱穴跡ME48

地山上面 自然木根 木片 明確な年輪は観察されず、樹皮
は認められない。 AAA －24.3 ± 0.43 1,210 ± 20 86.05 ± 0.24

IAAA
－112075 No.08 LO45

地山上面 自然木 木片
明確な年輪は観察されず、樹皮
は認められないが、樹皮直下の
可能性がある。

AAA －24.57 ± 0.37 1,220 ± 20 85.92 ± 0.26

IAAA
－112076 No.09 MF48

地山上面 植物遺体 植物片 茎のような植物片。 AAA －23.76 ± 0.3 580 ± 20 93.09 ± 0.27
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第１節　放射性炭素年代（ＡＭＳ測定）

第16表　　放射性炭素年代測定結果 (2)

第31図　　暦年較正年代グラフ

測定番号
δ13C補正なし 暦年較正用

（yrBP）
1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

Age　（yrBP） pMC　（％）

IAAA－112068 740 ± 20 91.15 ± 0.26 801 ± 23 1222calAD － 1258calAD （68.2%）
1193calAD － 1195calAD （ 0.4%）

1207calAD － 1274calAD （95.0%）

IAAA－112069 760 ± 20 90.93 ± 0.26 834 ± 23
1180calAD － 1226calAD （65.2%）

1165calAD － 1258calAD （95.4%）
1234calAD － 1237calAD （ 3.0%）

IAAA－112070 1,040 ± 20 87.87 ± 0.24 1,036 ± 22 991calAD － 1019calAD （68.2%） 974calAD － 1028calAD （95.4%）

IAAA－112071 890 ± 20 89.49 ± 0.24 951 ± 22

1030calAD － 1048calAD （18.9%）

1024calAD － 1155calAD （95.4%）1086calAD － 1123calAD （37.5%）

1138calAD － 1150calAD （11.8%）

IAAA－112072 700 ± 20 91.66 ± 0.24 758 ± 21 1252calAD － 1280calAD （68.2%） 1225calAD － 1281calAD （95.4%）

IAAA－112073 940 ± 20 89 ± 0.24 948 ± 22

1031calAD － 1050calAD （17.4%）

1025calAD － 1155calAD （95.4%）1084calAD － 1124calAD （38.1%）

1137calAD － 1151calAD （12.7%）

IAAA－112074 1,200 ± 20 86.17 ± 0.23 1,207 ± 22
778calAD －  830calAD （43.3%） 723calAD －  740calAD （ 3.8%）

838calAD －  868calAD （24.9%） 770calAD －  889calAD （91.6%）

IAAA－112075 1,210 ± 20 86 ± 0.25 1,218 ± 24 773calAD －  869calAD （68.2%）
710calAD －  747calAD （13.3%）

766calAD －  887calAD （82.1%）

IAAA-112076 550 ± 20 93.33 ± 0.27 575 ± 23
1320calAD － 1350calAD （43.7%） 1308calAD － 1362calAD （60.9%）

1391calAD － 1408calAD （24.5%） 1386calAD － 1416calAD （34.5%）
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　　第２節　樹種・植物遺体・種実同定
（株）加速器分析研究所

　１　分析対象試料・分析の意義
　樹種同定試料は 10 点（試料番号１～８,10,11）、植物遺体同定試料１点（試料番号９）、種実遺体

3 試料（試料番号 12 ～ 14）に含まれる種実遺体計 21 個である。なお、１～９については同一試料の

年代測定が行われている。今回の分析調査では、出土した木材、植物遺体、種実遺体の同定を実施し、

当時の植生と植物利用に関する資料を作成する。

　２　分析方法
（１）樹種同定

　剃刀を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の徒手切片を作製し、

ガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液）で封入して

プレパラートとする。プレパラートは、生物顕微鏡で木材組織の種類や配列を観察し、その特徴を現

生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定す

る。なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東（1982）、Wheeler 他（1998）、Richter 他（2006）

を参考にする。また、日本産木材の組織配列は、林（1991）や伊東（1995, 1996, 1997, 1998, 1999）

を参考にする。

（２）植物遺体同定・種実同定

　試料を双眼実体顕微鏡下で観察し、ピンセットを用いて同定が可能な植物遺体や種実遺体を抽出す

る。同定は、現生標本および石川（1994）、中山ほか（2000）等を参考に実施し、個数を数えて一覧

表で示す。分析後は、植物遺体同定・種実同定を分類群毎に容器に入れて保管する。

　３　結果
　結果を第17表に示す。木材は、針葉樹のスギ・アスナロ、広葉樹のブナ属・ケヤキ・カツラに、植

物遺体は草本のヨシ地下茎に、種実遺体は栽培種のスモモ・モモ、草本のスブタ・ホタルイ属・カヤ

ツリグサ科（２タイプ）に同定された。各分類群の写真を図版に示し、木材の主な解剖学的特徴、植

物遺体と種実遺体の形態的特徴等を以下に記す。

〈木材〉

・スギ（Cryptomeria japonica  （L. f.） D. Don）　スギ科スギ属：軸方向組織は仮道管と樹脂細

胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広い。樹脂

細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔はスギ型で、１分野

に2－4個。放射組織は単列、1－10細胞高。

・アスナロ（Thujopsis dolabrata  Sieb. et Zucc.）　ヒノキ科アスナロ属：軸方向組織は仮道管と

樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部の幅はやや広い。樹

脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、内壁には茶褐色の樹脂が認め

られる。分野壁孔はヒノキ型で、１分野に3－4個。放射組織は単列、1－10細胞高。
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第２節　樹種・植物遺体・種実同定

・ブナ属（Fagus）　ブナ科：散孔材で、管孔は単独または放射方向に2－3個が複合して散在し、年輪

界付近で径を減ずる。道管の分布密度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は対列状～

階段状に配列する。放射組織はほぼ同性、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

・ケヤキ（Zelkova serrata  （Thunb.） Makino）　ニレ科ケヤキ属：環孔材で、孔圏部は1－2列、孔

圏外で急激に管径を減じたのち、塊状に複合して接線・斜方向に紋様状あるいは帯状に配列し、年輪

界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥

厚が認められる。放射組織は異性、1－6細胞幅、1－50細胞高。放射組織の上下縁辺部を中心に結晶細

胞が認められる。

・カツラ（Cercidiphyllum japonicum  Sieb. et Zucc.）　カツラ科カツラ属：散孔材で、管孔はほ

ぼ単独で散在し、年輪界に向かって管径を漸減させる。道管の分布密度は高い。道管は階段穿孔を有

する。放射組織は異性、1－2細胞幅、1－30細胞高。

〈植物遺体〉

・ヨシ（Phragmites communis  Trin.）　イネ科ヨシ属：灰褐色、長さ10㎝、太さ２㎝程度の板状。

本来は中空だが、つぶれている。このため、実際の直径は1～1.5㎝程度と思われる。片側に節が残

り、節の部分に根の跡がみられる。表面の質感や太さ、節から根が出ていることなどから、イネ科の

ヨシの地下茎である可能性がある。

〈種実遺体〉

・スモモ（Prunus salicina  Lindley）　バラ科サクラ属：内果皮（核）は灰褐色。長さ13.53㎜、幅

12.73㎜、厚さ8.85㎜のレンズ状楕円体。背面正中線上に細い縦隆条が、腹面正中線には浅い縦溝とそ

の両側に幅の狭い帯状部がある。内果皮は厚く硬く、表面にはごく浅い凹みが不規則にみられる。

・モモ（Prunus persica  Batsch）　バラ科サクラ属：核（内果皮）は灰褐色、長さ32.37㎜、幅

19.93㎜、厚さ16.02㎜のやや偏平な広楕円体。頂部は尖り、基部は切形で中央部に湾入した臍があ

る。背面正中線上に細い縦隆条が、腹面正中線には浅い縦溝とその両側に幅の狭い帯状部がある。内

果皮は厚く硬く、表面は縦に流れる不規則な線状の深い窪みがあり、全体として粗いしわ状にみえ

る。

・スブタ（Blyxa echinosperma  （Clarke） Hook. fil.）　トチカガミ科スブタ属：種子は淡灰褐色、

長さ1.5㎜、径0.7㎜程度の楕円体。両端から伸びる尾状突起を欠損する。種皮はやや厚く、表面には

数本の低い突起群が縦列する。種子が半割した内面には、膜質で透き通る楕円体の内種皮が1個確認

され、表面には横長の網目模様が配列する。

・ホタルイ属（Scirpus）　カヤツリグサ科：果実は灰黒褐色、長さ1.8～2.1㎜、幅1.5～1.8㎜、厚さ

0.9㎜程度の片凸レンズ状広倒卵体。頂部は尖り、基部は切形で、灰褐色、刺針状花被片が伸びる。

背面正中線上は鈍稜。果皮表面は光沢があり、不規則な波状横皺状模様がある。

・カヤツリグサ科（Cyperaceae）：ホタルイ属以外の形態上差異のある複数種を、２タイプ（２面粗

面、２面平滑）に大別している。「２面粗面」タイプの果実は、灰黒褐色、長さ1.9㎜、幅1.3㎜程度の

偏平な狭倒卵体。頂部の柱頭部分はわずかに伸び、基部は切形。果皮表面は粗面。「２面平滑」タイ

プの果実は、灰褐色、長さ2.3㎜、幅1.7㎜、厚さ0.9㎜程度の片凸レンズ状広倒卵体。頂部は尖り、

基部は切形。果皮表面は平滑で光沢がある。
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　４　考察
　樹種同定を実施した木材試料は、漆器、柱材、柱穴内出土板材、杭、倒木がある。これらの木材試

料には、針葉樹２分類群と広葉樹３分類群が確認された。各分類群の材質をみると、針葉樹のスギと

アスナロは、木理が通直で割裂性・耐水性が比較的高く、加工は容易である。広葉樹のブナ属は比較

的重硬な部類に入るが、加工は容易であり、保存性は低い。ケヤキは重硬で強度・耐朽性が高く、加

工はやや困難である。

　器種別にみると、漆器にはケヤキとブナ属が認められ、２種類の木材の利用が確認される。ブナ属

とケヤキは、材質は異なるが、いずれも挽物木地に利用される樹種である。民俗事例では、ブナ属は

乾燥が難しく変形しやすいが利用量は多いとされ、ケヤキは硬く靱性があるために薄手物に適すると

される。秋田県内の事例をみると、古代～中世の資料では厨川谷地遺跡や中谷地遺跡の資料でケヤ

キが多い結果が見られ、ブナ属は小鳥田Ⅰ遺跡で１例確認されている（汐見・岡田，2001；株式会

社吉田生物研究所，2005；パリノ・サーヴェイ株式会社, 2005）。柱材はSB05（P7）、SB06（P13）

の２点であり、いずれもスギに同定され、加工性・耐水性の高い木材の利用が推定される。SB07

（P15）内から出土した板材はスギに同定されており、柱材と同様の樹種選択が推定される。また、

杭にはアスナロとスギが認められ、２種類の木材の利用が確認される。倒木は、２点とも谷筋などに

生育する落葉高木のカツラであり、出土地点付近に生育していたことが推定される。

　ＭＦ48より出土した植物遺体は、ヨシの地下茎である可能性が指摘される。ヨシは、池や沼、河岸

や水路などの水域や湿地に生育する抽水植物（根が水に固着し、植物体の一部が水面を突き抜けて空

気中に出る植物）～湿生植物である。本遺跡付近の水湿地に生育していたと推定される。

　ＭＥ49のⅢ－⑤層より出土した種実遺体は、沈水植物（根が水に固着し、植物体全体が水中に沈

む植物）のスブタの種子や、抽水植物を含むホタルイ属の果実、湿生～中生植物のカヤツリグサ科の

果実であった。これらの水湿地生植物は、本遺跡付近の水湿地に生育していたと推定される。

　水田③のⅢ－⑤層とSKP75より出土した種実遺体は、栽培種のモモとスモモの核であった。モモ、

スモモは、観賞用や果実が食用、薬用、祭祀等に広く利用されることから、当時の本遺跡で利用され

た植物質食料であることが示唆される。
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第17表　　樹種・植物遺体・種実同定結果

第２節　樹種・植物遺体・種実同定

番号 遺構・地点 層　位 器 種 な ど 分 類 群 部　位 状　態 個数 備　考

1 SB05（ P7） 柱　材 ス　ギ 木　材 － 1
2 SB06（P13） 柱　材 ス　ギ 木　材 － 1

3 SB07（P15） 柱穴内出土
板　材 ス　ギ 木　材 － 1

4 MF52 地山上面 杭 アスナロ 木　材 － 1
5 MG54 地山上面 杭 ス　ギ 木　材 － 1
6 MG53 Ⅴ－③層 柱　材 ス　ギ 木　材 － 1
7 ME48 地山上面 倒　木 カツラ 木　材 － 1
8 LO45 地山上面 倒　木 カツラ 木　材 － 1
9 MF48 地山上面 ヨ　シ 地下茎 破　片 1
10 MQ55 Ⅲ－⑤層 漆　器 ケヤキ 木　材 － 1
11 水田⑥ Ⅱ－②層 漆　器 ブナ属 木　材 － 1
12 水田③ Ⅲ－⑤層 モ　モ 核 完　形 1
13 SKP75 スモモ 核 完　形 1

14 ME49 Ⅲ－⑤層

スブタ 種　子
完　形 1
破　片 1

ホタルイ属 果　実
完　形 11
破　片 2

カヤツリグサ科 果　実 完　形 3 2面粗面
カヤツリグサ科 果　実 完　形 1 2面平滑
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　　第３節　木製品保存処理に伴う放射性炭素年代測定・樹種調査結果
（株）吉田生物研究所

【放射性炭素年代測定】

　１　試料と方法
　秋田県ハケノ下遺跡より検出された木製品３点について、加速器質量分析法（AMS法）による放射
性炭素年代測定を行った。測定試料の情報、調製データは第18表のとおりである。試料は調製後、加
速器質量分析計（コンパクトAMS：NEC製 1.5SDH）を用いて測定した。得られた14C濃度について同位
体分別効果の補正を行った後、14C年代、暦年代を算出した。

　２　結果
　第19表に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って
暦年較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示
した14C年代を示す。暦年較正に用いた年代値は下１桁を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線
が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。
　14C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。14C年代（yrBP）の算出には、14Cの
半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。また、付記した14C年代誤差（±1σ）は、測定の統計
誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の14C年代がその14C年代誤差内に入る確率が68.2％である
ことを示す。なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で
半減期が5568年として算出された14C年代に対し、過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の
14C濃度の変動、及び半減期の違い（14Cの半減期5730±40年）を較正して、より実際の年代値に近いも
のを算出することである。14C年代の暦年較正にはOxCal4.1（較正曲線データ：IntCal09）を使用した。
なお、1σ暦年代範囲は、OxCalの確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する68.2％信頼限界
の暦年代範囲であり、同様に2σ暦年代範囲は95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率
の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。

参考文献
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【樹種調査】

　１　試料と観察方法
　試料は秋田県ハケノ下遺跡から出土した木製品８点である。剃刀で木口（横断面）、柾目（放射断
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面）、板目（接線断面）の各切片を採取し、永久プレパラートを作製した。このプレパラートを顕微
鏡で観察して同定した。

　２　結果
　樹種同定結果（針葉樹２種）の表と顕微鏡写真を示し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。
１）スギ科スギ属スギ（Cryptomeria japonica D.Don）（遺物No.1～7,8A）（写真No.1～7,8A）
　木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はやや急であった。樹脂細胞は晩材部で接線方向に
並んでいた。柾目では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で1分野に1～3個ある。板目では放射組
織はすべて単列であった。樹脂細胞の末端壁はおおむね偏平である。スギは本州、四国、九州の主と
して太平洋側に分布する。
２）ヒノキ科アスナロ属（Thujopsis sp.）（遺物No.8B）（写真No.8B）
　木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は緩やかであった。樹脂細胞は晩材部に散在または
接線配列である。柾目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型からややスギ型で1分野に2～4個ある。板
目では放射組織はすべて単列であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。アスナロ属にはアスナ
ロ（ヒバ、アテ）とヒノキアスナロ（ヒバ）があるが顕微鏡下では識別困難である。アスナロ属は本
州、四国、九州に分布する。
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北村四郎・村田　源 「原色日本植物図鑑木本編Ⅰ･Ⅱ」  保育社（1979）

奈良国立文化財研究所 「奈良国立文化財研究所 史料第27冊 木器集成図録 近畿古代篇」（1985）

奈良国立文化財研究所 「奈良国立文化財研究所 史料第36冊 木器集成図録 近畿原始篇」（1993）

使用顕微鏡：Nikon DS-Fi1

第 18 表　　放射性炭素年代測定試料及び処理

第 19 表　　放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果
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No. 試 料 デ ー タ 前 処 理

1
試料の種類：生材
試料の性状：不明
状態：wet
備考：木製品

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1. 2N，水酸化ナトリウム：１N，塩酸：1. 2N）

6
試料の種類：生材
試料の性状：不明
状態：wet
備考：下駄

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1. 2N，水酸化ナトリウム：１N，塩酸：1. 2N）

7
試料の種類：生材
試料の性状：不明
状態：wet
備考：木製品

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1. 2N，水酸化ナトリウム：１N，塩酸：1. 2N）

No.
δ13C 暦年較正用年代 14C 年代 14C年代を暦年代に較正した年代範囲

（‰） （yrBP±1σ） （yrBP±1σ） 1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

1 －26.03±0.15 777±18 775±20 1227AD（68.2%）1270AD 1221AD（95.4%）1275AD

6 －23.90±0.20 313±18 315±20
1522AD（52.8%）1574AD 1496AD（ 2.2%）1506AD
1585AD（ 1.8%）1587AD 1512AD（72.2%）1602AD
1626AD（13.6%）1641AD 1616AD（21.1%）1645AD

7 －24.91±0.17 1116±17 1115±15
 895AD（10.0%） 904AD

 890AD（95.4%） 980AD 913AD（14.4%） 925AD
 937AD（43.8%） 970AD
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第３節　木製品保存処理に伴う放射性炭素年代測定・樹種調査結果

小口 柾目 板目

小口 柾目 板目 小口 柾目 板目

木製品同定表

No. 品　名 樹　　種

1 木製品 スギ科スギ属スギ

2 木製品 スギ科スギ属スギ

3 下　駄 スギ科スギ属スギ

4 木製品 スギ科スギ属スギ

5 下　駄 スギ科スギ属スギ

6 下　駄 スギ科スギ属スギ

7 木製品 スギ科スギ属スギ

8
Ａ下駄 スギ科スギ属スギ

Ｂ　箸 ヒノキ科アスナロ属
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　　第４節　秋田県ハケノ下遺跡における自然科学分析
（株）古環境研究所

　１　はじめに
　当遺跡における稲作の検証と当時の遺跡周辺の環境復元を目的として、植物珪酸体分析と花粉分析

を実施した。

　２　試料
　分析試料は、ＭＥ54杭地点のⅠ－④層、Ⅱ－②層、Ⅲ－⑤層、Ⅴ－①層、Ⅴ－②層から採取された計５

点である。なお、Ⅴ－②層では黒色の炭化有機物層？が認められたため、これについては追加して花

粉分析試料とした。試料採取箇所を分析結果図に示す。

　３　植物珪酸体分析
（１）原理

　植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（SiO２）が蓄積したもので、植物が枯れたあともガラス質の微

化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化

石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同

定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，2000）。

（２）方法

　植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法（藤原，1976）を用いて、次の手順で行った。

①試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）。②試料約１gに対し直径約40μmのガラスビーズを約0.02g添加

（0.1mgの精度で秤量）。③電気炉灰化法（550℃・６時間）による脱有機物処理。④超音波水中照射

（300W・42KHz・10分間）による分散。⑤沈底法による20μm以下の微粒子除去。⑥封入剤（オイキッ

ト）中に分散してプレパラート作成。⑦検鏡・計数

　同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象とし

て行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分

の精査に相当する。試料１gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて、試料１g中の植物珪酸体個数を求めた。

　また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重（1.0と仮定）と各植物の換算係数（機動細

胞珪酸体１個あたりの植物体乾重）をかけて、単位面積で層厚１cmあたりの植物体生産量を算出した。

これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる（杉山，

2000）。タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

（３）分析結果

　検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その

結果を第20表及び第34図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕イネ、ヨシ属、シバ属型、キビ族型、ウシクサ族Ａ（チガヤ属など）

〔イネ科－タケ亜科〕チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など）、ミヤコザサ節型

第４章　理化学的分析
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第４節　秋田県ハケノ下遺跡における自然科学分析

（ササ属ミヤコザサ節など）、未分類等

〔イネ科－その他〕表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、未分類等

〔樹木〕その他

（４）考察

１）稲作跡の検討

　稲作跡（水田跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体（プラント・オパール）が試

料１gあたり5,000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと

判断している（杉山，2000）。なお、密度が3,000個/g程度でも水田遺構が検出される事例があること

から、ここでは判断の基準を3,000個/gとして検討を行った。

  ＭＥ54杭地点において、Ⅰ－④層（試料１）、Ⅱ－②層（試料２）、Ⅲ－⑤層（試料３）、Ⅴ－①層（試

料４）、Ⅴ－②層（試料５）について分析を行った。その結果、すべての試料からイネが検出された。

このうち、Ⅱ－②層（試料２）とⅤ－①層（試料４）では密度が12,800個/g及び13,100個/gとかなり高

い値であり、その他の試料でも7,000～9,300個/gと高い値である。したがって、これらの層準では稲

作が行われていた可能性が高いと考えられる。

２）イネ科栽培植物の検討

　植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもムギ類、ヒ

エ属型（ヒエが含まれる）、エノコログサ属型（アワが含まれる）、キビ属型（キビが含まれる）、ジュ

ズダマ属（ハトムギが含まれる）、オヒシバ属（シコクビエが含まれる）、モロコシ属型、トウモロ

コシ属型などがあるが、これらの分類群はいずれの試料からも検出されなかった。

　イネ科栽培植物の中には検討が不十分なものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に由来す

るものが含まれている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題

としたい。なお、植物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根菜類な

どの畑作物は分析の対象外となっている。

３）植物珪酸体分析から推定される植生と環境

　上記以外の分類群では、全体的にチマキザサ節型が比較的多く検出され、ヨシ属、キビ族型、ウシ

クサ族Ａ、ミヤコザサ節型なども認められた。また、Ⅰ－④層ではシバ属型が比較的多く検出された。

おもな分類群の推定生産量によると、おおむねイネが優勢で、次いでチマキザサ節型が多く、Ⅴ－①

層などではヨシ属も多くなっている。以上の結果から、各層準の堆積当時は、おおむねヨシ属が生育

するような湿潤な環境であったと考えられ、そこを利用して水田稲作が行われていたと考えられる。

また、周辺の比較的乾燥したところにはササ属（チマキザサ節など）、キビ族、ウシクサ族などが生

育しており、Ⅰ－④層の時期にはシバ属も比較的多くみられたと推定される。

（５）小結

  植物珪酸体分析の結果、ＭＥ54杭地点の分析を行ったいずれの層でもイネが多量に検出され、稲作

が行われていた可能性が高いと判断された。各層準の堆積当時は、おおむねヨシ属が生育するような

湿潤な環境であったと考えられ、そこを利用して水田稲作が行われていたと推定される。
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　４　花粉分析
（１）原理

　花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復元に応用されており、

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉な

どの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて

残存していない場合もある。

（２）方法

　花粉の分離抽出は、中村（1967）の方法をもとに、以下の手順で行った。

①試料から１cm3を採量。②0.5％リン酸三ナトリウム（12水）溶液を加え15分間湯煎。③水洗処理の

後、0.5mmの篩で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去。④25％フッ化水素酸溶液を

加えて30分放置。⑤水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸９：濃硫酸

１のエルドマン氏液を加え１分間湯煎）を施す。⑥再び氷酢酸を加えて水洗処理。⑦沈渣に石炭酸フ

クシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作製。⑧検鏡・計数

　検鏡は、生物顕微鏡によって300～1000倍で行った。花粉の同定は、島倉（1973）及び中村（1980）

をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、

亜属、節及び種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結んで示す。イネ

属については、中村（1974，1977）を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特

徴と対比して同定しているが、個体変化や類似種もあることからイネ属型とする。また、この処理を

施すとクスノキ科の花粉は検出されない。

（３）結果

１）分類群

　出現した分類群は、樹木花粉28、樹木花粉と草本花粉を含むもの５、草本花粉27、シダ植物胞子２

形態の計62である。これらの学名と和名及び粒数を第21表に示し、花粉数が200個以上計数できた試

料は、周辺の植生を復元するために花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを第35図に示す。なお、

主要な分類群は顕微鏡写真に示した。また、寄生虫卵についても同定した結果、２分類群が検出され

た。以下に寄生虫卵の特徴を示す。

・回虫　Ascaris（lumbricoides）：回虫は、世界に広く分布し、現在でも温暖・湿潤な熱帯地方の農村

地帯に多くみられ、卵には受精卵と不受精卵がある。遺跡の堆積物の分析では、堆積年数や薬品処理

のため、受精卵と不受精卵の区別は不明瞭である。比較的大きな虫卵で、およそ80×60μｍあり楕円

形で外側に蛋白膜を有し、胆汁色素で黄褐色ないし褐色を呈する。糞便とともに外界に出た受精卵は、

18日で感染幼虫包蔵卵になり経口摂取により感染する。

・鞭虫　Trichuris（trichiura）：鞭虫は、世界に広く分布し、現在ではとくに熱帯・亜熱帯の高温多湿

な地域に多くみられる。卵の大きさは、50×30μｍでレモン形あるいは岐阜ちょうちん形で、卵殻は

厚く褐色で両端に無色の栓がある。糞便とともに外界に出た虫卵は、３～６週間で感染幼虫包蔵卵に

なり経口感染する。

２）ＭＥ54杭地点の花粉群集の特徴

　花粉構成と花粉組成の変化から、下位より特徴を記載する（第35図）。

第４章　理化学的分析
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　Ⅴ－②層では、花粉密度は高く、樹木花粉が約52.5％、草本花粉が約42.0％を占める。草本花粉で

は、イネ科（イネ属型を含む）が優占し、カヤツリグサ科、ヨモギ属が伴われる。わずかにオモダカ

属、ミズアオイ属なども出現する。樹木花粉ではスギが高率に出現し、ブナ属、コナラ属コナラ亜属

などが低率に出現する。Ⅴ－①層では、様相の異なる２か所を分析したところ、密度が一方で１cm3中

に約16万個、黒色の炭化有機物層？の方は１cm3中に約24万個と差があったが、花粉構成、組成はほ

ぼ同様の結果が得られた。Ⅴ－②層よりも草本花粉の占める割合が増加し、イネ科（イネ属型を含む）、

カヤツリグサ科が増加する。樹木花粉のスギがやや減少する。Ⅲ－⑤層では、スギが下位よりやや増

加し、Ⅱ－②層では減少するが、概ね類似する。Ⅲ－⑤層から回虫卵がわずかに出現する。Ⅰ－④層で

は、樹木花粉が約24.0％、草本花粉が約60.5％を占めるようになり、樹木・草本花粉のクワ科－イラ

クサ科が約7.0％を占める。草本花粉では、イネ科（イネ属型を含む）が高率に出現し、カヤツリグ

サ科、ヨモギ属、アリノトウグサ属－フサモ属が伴われ、ソバ属、ササゲ属、ミズアオイ属などがわ

ずかに出現する。鞭虫卵がわずかに出現する。樹木花粉では、スギ、ブドウ属がやや多くコナラ属コ

ナラ亜属、ブナ属、マツ属複維管束亜属が低率に出現する。

（４）花粉分析から推定される植生と環境

　いずれの試料も、花粉の保存状態は良く、密度も高いことから、花粉などの有機質遺体の保存状態

が良い水浸かりの堆積環境であったことが推察される。

　Ⅴ－②層からⅡ－②層の時期には、イネ属型が水田雑草のオモダカ属、ミズアオイ属を伴って出現し、

カヤツリグサ科をはじめとする水生植物なども認められる。こうしたことから、堆積地ないし堆積地

周辺には水田が分布していたとみなされる。周辺地域の森林は、スギ林を主にコナラ属コナラ亜属と

ブナ属の落葉広葉樹林が分布していた。スギ林は比較的近接して分布し、上部に向かいやや縮小傾向

を示す。Ⅰ－④層の時期には、スギ林が縮小し、ブドウ属やクワ科－イラクサ科が増加する。なお、ク

ワ科－イラクサ科は、形態上ここではカナムグラ、カラムシなどの草本が考えられる。これらが林縁

などで増加したと考えられ、草本花粉のヨモギ属やアリノトウグサ属－フサモ属などとともに周囲の

やや乾燥したところに生育していたとみなされる。また、栽培植物のソバ属、ササゲ属が出現し周囲

には水田のほかに畑の分布も示唆される。

（５）小結

　花粉分析の結果から、ＭＥ54杭地点の分析を行ったいずれの層でも、イネ科やカヤツリグサ科、イ

ネ属型が多く、水田雑草であるミズアオイ属も検出され、水田が分布していたとみなされる。周辺地

域の森林はスギ林を主にコナラ属コナラ亜属とブナ属の落葉広葉樹林が分布し、スギ林は比較的近接

して分布していたと推定される。最上部のⅠ－④層ではスギ林が減少し、ブドウ属やクワ科－イラク

サ科が増加し、ソバ属、ササゲ属の栽培植物が検出され、畑の分布が示唆される。

　５　まとめ
　ハケノ下遺跡において、稲作の検証並びに堆積環境の復元を目的として植物珪酸体分析と花粉分析

を行った。その結果、ＭＥ54杭地点のⅠ－④層、Ⅱ－②層、Ⅲ－⑤層、Ⅴ－①層、Ⅴ－②層は、稲作が

行われていた可能性が極めて高いと判断された。最上部のⅠ－④層では、ソバ属やササゲ属の畑の分

布も示唆された。周辺地域にはスギ林、コナラ属コナラ亜属とブナ属の落葉広葉樹林が分布し、スギ

第４節　秋田県ハケノ下遺跡における自然科学分析
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林は比較的近接して生育しており、上位に向かって縮小したと推定された。
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第20表　　ハケノ下遺跡における植物珪酸体分析結果

第34図　　ハケノ下遺跡ME54杭地点における植物珪酸体分析結果図
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 検出密度（単位：×100個/g）

地点・試料 M E 5 4 杭 地 点

　分 類 群 　学 名 1 2 3 4 5

イネ科 Gramineae

　イネ   Oryza sativa 78 128 70 131 93

　ヨシ属   Phragmites 21 21 7 83 7

　シバ属   Zoysia 128

　キビ族型   Paniceae type 43 7 14 7

　ウシクサ族Ａ   Andropogoneae A type 64 14 41 21

タケ亜科 Bambusoideae

　チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 177 93 92 76 93

　ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 71 43 42 41 78

　未分類等   Others 135 121 85 90 150

その他のイネ科 Others

　表皮毛起源   Husk hair origin 64 28 14 28 7

　棒状珪酸体   Rod shaped 156 164 63 69 50

　茎部起源   Stem origin 7 14 7 35 29

　未分類等   Others 149 142 42 117 64

 樹木起源 Arboreal

　その他   Others 7 7

植物珪酸体総数　 Total 1029 826 437 732 607

 おもな分類群の推定生産量（単位：㎏/㎡･㎝）：試料の仮比重を1.0と仮定して算出

　イネ   Oryza sativa 2.29 3.77 2.07 3.86 2.73

　ヨシ属   Phragmites 1.34 1.35 0.44 5.23 0.45

　チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 1.33 0.69 0.69 0.57 0.70

　ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 0.21 0.13 0.13 0.12 0.24

タケ亜科の比率（％）

　チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 86 84 84 82 75

　ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 14 16 16 18 25

　メダケ率 　Medake ratio 0 0 0 0 0
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第21表　　ハケノ下遺跡における花粉分析結果

分 類 群 ME54杭地点
　学 名 　和 名 1 2 3 4－1 4－2 5
Arboreal  pollen 樹木花粉
  Picea 　トウヒ属 1 1
  Pinus  subgen. Diploxylon 　マツ属複維管束亜属 8 1 6 4 1
  Pinus  subgen. Haploxylon 　マツ属単維管束亜属 3 1 1 1
  Cryptomeria  japonica 　スギ 67 205 259 263 336 181
  Sciadopitys  verticillata 　コウヤマキ 1
  Taxaceae-Cephalotaxaxeae-Cupressaceae 　イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 1 2 5
  Salix 　ヤナギ属 1 1 1 2
  Juglans 　クルミ属 2 1 2 1
  Pterocarya  rhoifolia 　サワグルミ 1 2 3 2 1
  Platycarya  strobilacea 　ノグルミ 1
  Alnus 　ハンノキ属 3 10 11 6 4 5
  Betula 　カバノキ属 2 10 2 3 5 2
  Corylus 　ハシバミ属 1 1
  Carpinus-Ostrya  japonica 　クマシデ属－アサダ 1 2 2 3 2 4
  Castanea  crenata 　クリ 3 4 4 4 1
  Castanopsis 　シイ属 1
  Fagus 　ブナ属 7 14 14 24 19 20
  Quercus  subgen. Lepidobalanus 　コナラ属コナラ亜属 14 32 30 19 26 14
  Quercus  subgen. Cyclobalanopsis 　コナラ属アカガシ亜属 2 1
  Ulmus-Zelkova  serrata 　ニレ属－ケヤキ 3 11 4 3 7 1
  Celtis-Aphananthe  aspera 　エノキ属－ムクノキ 1 1 1
  Phellodendron 　キハダ属 1
  Ilex 　モチノキ属 1
  Acer 　カエデ属 1 1 1 2 1
  Aesculus  turbinata 　トチノキ 2 1 4 3
  Vitis 　ブドウ属 56
  Tilia 　シナノキ属 1 1 1
  Fraxinus 　トネリコ属 1 1
Arboreal・Nonarboreal  pollen 樹木・草本花粉
  Moraceae-Urticaceae 　クワ科－イラクサ科 50 10 5 2 1 6
  Saxifragaceae 　ユキノシタ科 1
  Rosaceae 　バラ科 3
  Leguminosae 　マメ科 1 1
  Araliaceae 　ウコギ科 2
Nonarboreal  pollen 草本花粉
  Typha-Sparganium 　ガマ属－ミクリ属 1
  Alisma 　サジオモダカ属 1 1 2 1
  Sagittaria 　オモダカ属 3 3 1 2
  Blyxa 　スブタ属 1
  Gramineae 　イネ科 167 309 173 278 335 74
  Oryza  type 　イネ属型 131 119 53 48 38 60
  Cyperaceae 　カヤツリグサ科 38 86 56 123 134 37
  Eriocaulon 　ホシクサ属 2 4
  Monochoria 　ミズアオイ属 1 3 3 1 1 1
  Iris 　アヤメ属 1
  Polygonum  sect. Persicaria 　タデ属サナエタデ節 1 1 1 1 1 1
  Rumex 　ギシギシ属 1
  Fagopyrum 　ソバ属 1 1
  Chenopodiaceae-Amaranthaceae 　アカザ科－ヒユ科 2 4 1 1
  Thalictrum 　カラマツソウ属 1 8
  Cruciferae 　アブラナ科 6
  Vigna 　ササゲ属 1
  Impatiens 　ツリフネソウ属 1
  Haloragis-Myriophyllum 　アリノトウグサ属－フサモ属 30
  Hydrocotyloideae 　チドメグサ亜科 1
  Apioideae 　セリ亜科 1
  Plantago 　オオバコ属 1
  Valerianaceae 　オミナエシ科 1 1
  Lactucoideae 　タンポポ亜科 3 1 1
  Asteroideae 　キク亜科 5 5 2 4 3 1
  Xanthium 　オナモミ属 1 1
  Artemisia 　ヨモギ属 36 87 31 27 40 14
Fern  spore シダ植物胞子
  Monolate  type  spore 　単条溝胞子 42 103 14 10 7 9
  Trilate  type  spore 　三条溝胞子 15 28 9 13 6 10
  Arboreal  pollen 　樹木花粉 170 301 344 343 413 241
  Arboreal・Nonarboreal  pollen 　樹木・草本花粉 51 16 5 2 1 7
  Nonarboreal  pollen 　草本花粉 427 628 331 486 559 192
Total  pollen 花粉総数 648 945 680 831 973 440
Pollen  frequencies  of  1cm3 試料1cm3中の花粉密度 1 . 4 1 . 1 1 . 2 1 . 6 2 . 4 8 . 8

×105 ×105 ×105 ×105 ×105 ×104

  Unknown  pollen 　未同定花粉 3 6 10 4 4 6
Fern  spore シダ植物胞子 57 131 23 23 13 19
Helminth  eggs 寄生虫卵
  Ascaris(lumbricoides) 　回虫卵 2
  Trichuris(trichiura)0 　鞭虫卵 1

Total 計 1 2
Helminth  eggs  frequencies  of  1cm3 試料１cm３中の寄生虫卵密度 1.0 2.0 

×10 ×10
Stone  cell 石細胞 （－） （－） （－） （－） （－） （－）
Digestion  rimeins 明らかな消化残渣 （－） （－） （－） （－） （－） （－）
Charcoal  fragments 微細炭化物 （++） （++） （++） （++） （++） <（+）
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第35図　　ハケノ下遺跡における花粉分析結果
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1  マツ属複維管束亜属
（Ⅳ－①層）

2  スギ（Ⅰ－④層） 3  ヤナギ属
　（Ⅳ－①層）

4  クリ
　（Ⅳ－①層）

5  サワグルミ
（Ⅳ－②層）

7  カバノキ属
（Ⅳ－②層）

8  ブナ属（Ⅰ－④層）6  ハンノキ属
（Ⅳ－②層）

9  コナラ属
コナラ亜属

　（Ⅳ－②層）

10  コナラ属
アカガシ亜属

　（Ⅳ－②層）

11  ニレ属－ケヤキ
　（Ⅳ－①層）

12  トチノキ
（Ⅳ－②層）

13  ブドウ属
（Ⅰ－④層）

14  クワ科
－イラクサ科

　（Ⅰ－④層）

15  ウコギ科
（Ⅰ－④層）

16  オモダカ属
（Ⅳ－②層）

17  イネ科
（Ⅳ－②層）

18  イネ属型
（Ⅳ－②層）

19  カヤツリグサ科
　 （Ⅳ－②層）

20  ホシクサ属
（Ⅱ－②層）

29  ヨモギ属
　（Ⅰ－④層）

30  シダ植物
単条溝胞子

　（Ⅲ－⑥層）

31  回虫卵（Ⅲ－⑥層） 32  鞭虫卵
（Ⅰ－④層）

21  ミズアオイ属
　（Ⅳ－②層）

23  アカザ科－ヒユ科
　（Ⅳ－②層）

24  カラマツソウ属
　（Ⅰ－④層）

22  ソバ属
（Ⅰ－④層）

25  ササゲ属
（Ⅰ－④層）

26  アリノトウグサ属
　　－フサモ属
（Ⅳ－②層）

27  オミナエシ科
（Ⅰ－④層）

28  キク亜科
（Ⅰ－④層）

イネ イネ イネ
試料１ 試料１ 試料１

試料１ 試料１ 試料１

試料１試料４試料２
イネ（側面） キビ族型 ヨシ属

ウシクサ族Ａ シバ属型 シバ属型

ミヤコザサ節型チマキザサ節型チマキザサ節型

表皮毛起源 棒状珪酸体 イネ科の茎部起源
試料１ 試料１ 試料５

試料１ 試料１試料２
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　１　ハケノ下遺跡の変遷
　ハケノ下遺跡では現水田面（Ⅰ層＝第Ⅲ期水田）の下に５つの層位を確認した。ここでは各層位ご

との様相を検討し、ハケノ下遺跡の変遷について概観する。

　最下位面は毛馬内火砕流堆積層であるⅥ層上面である。本層の上面には自然堆積により埋没する浅

い自然流路が多数検出されたものの、人為的な遺構は確認できず、木製品が２点出土したのみであ

る。自然流路の様相からこの時期は湿地であったと推定され、積極的な土地利用には至らなかったも

のと考えられる。

　土地が利用され始めるのは、遺跡の西側に堆積するⅣ層上面からである。掘立柱建物跡７棟のほか、

柱穴様ピット101基が検出された。掘立柱建物跡は少なくとも３棟の重複が認められることから、一

定期間集落が営まれていたものと推定される。柱穴検出範囲にはⅤ層とは不整合であるⅣ層が堆積し

ており、また、不規則に打設された杭群が検出された。前述のとおり、土地利用開始以前には湿地で

あったことが判明しており、集落形成にあたり盛土などの地盤整備が行われたものと考えられる。Ⅳ

層から11～13世紀鋳造の渡来銭がまとまって出土しており、掘立柱建物跡出土柱材の放射性炭素年代

測定の結果が12～13世紀であることから、少なくとも中世前期には集落が営まれていたと考えられる。

なお、集落の継続期間は不明であるが、Ⅳ層上面ではヨシの地下茎が一面に検出されており、放射性

炭素年代測定によると、それらの時期は14～15世紀であることが判明している。よって、その頃まで

には集落は廃絶しており、一面にヨシが生い茂る湿地となっていたものと考えられる。

　集落が廃絶したのち、再び土地が利用されるのはⅢ層上面である。Ⅲ層では水田が営まれる（第Ⅰ

期水田）。水田跡は調査区中央～東側で検出した。下位層であるⅤ層とは不整合であり、土質も異な

ることから、水田造営のために耕作土を搬入した可能性が高い。Ⅲ層からは16世紀末葉～17世紀初頭

の陶磁器が出土しており、遅くともこの時期までには水田の造営が始まっていたものと考えられる。

上位に堆積するⅡ層が19世紀後半を上限とすることから、廃絶時期は19世紀後半以降と判断できる。

なお、Ⅲ層の出土遺物は極めて少なく、畦畔の崩落も認められないことから、廃絶直前まで管理・使

用されていた様子が窺われる。

　Ⅲ層直上には第Ⅱ期水田の耕作土であるⅡ層が堆積する。Ⅱ層からは大量の遺物が出土しており、

本遺跡の出土遺物はほとんどがⅡ層に属する。遺物は土師器が少量出土するほか、16世紀末～19世紀

後半の陶磁器、木製品、金属製品、石製品、種子が多量に出土している。また、付け木や木端なども

多い。遺物の時期幅が広く、水田という性格からも一次堆積とは考えがたく、遺物が多量に含まれる

土を搬入し、第Ⅱ期水田を造成したものと考えられる。

　以上のとおり、ハケノ下遺跡では古代の毛馬内火砕流以降、古代後半には湿地が広がっており、中

世前半に至り集落が形成される。集落が廃絶した後は再び湿地となるものの、近世初期に開墾される

と、その後は現在まで断続的に水田が営まれることが明らかとなった。
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　２　文献に見るハケノ下遺跡
　本遺跡が所在する旧鷹巣町南部の歴史を伝える資料として、『長岐家文書』がある。ハケノ下遺跡

の対岸に位置する脇神集落について、『長岐家文書』の「大事代記
 （註1）　

」に次の記事がある。

「御代官匹田太郎右衛門坊沢村に於て由緒御尋之事

　享保八卯年三月廿四日御代官匹田太郎右衛門様於坊沢村ニ由緒御尋之節、根木屋敷村惣右衛門と申者古き事
委敷存候ニ付書上候ハ、当村之始り右村兵右衛門火事ニ逢書付焼失致候、噺伝ニハ右火事の節迄四百九拾年、
夫レヨリ拾五年過候故享保八迄四百弐拾九年と書上候、其節兵吉罷上候と有、五代目甚之丞若名なり、然ハ前
書風土記と五年の違あり
　当村と脇神村とハ五拾年跡先に企候由云伝候、右村ハ田ノ尻とて川向今ハなし、和泉と云し者開発す、横渕
村下モ脇神村関根留今以和泉関と唱ふなり、右村ニて由緒申上候ハ、和泉より已前ニ対馬と云へし者田の尻村
を開き子孫津軽へ引越、其跡和泉前田面を開き今の脇神村へ移り、対馬儀ハ七日市村より先の様に承候と申上
候由右村記録にあり」

　この記事によれば、脇神集落の起源である田ノ尻村は現集落（小猿部川右岸）の対岸にあったとさ

れ、記事内の数字にはいくつかの矛盾点があるが、集落の始まりは概ね13世紀頃と読み取れる。

　脇神集落の対岸には大野台台地が迫っており、集落が形成可能な場所は２か所のみである。ひとつ

は本遺跡が位置する平坦面であり、もうひとつは脇神集落の南東に位置する平坦面である。しかし南

東の平坦面には現在中屋敷集落が形成されており、もとは藤木村という村があったとされてい
 （註2） 

る。ま

た、記事内にある「前田面」は現在地名としては残っていないが、本遺跡が位置する「ハケノ下」の

北東に接する「向前田」付近が、地元では「前田面」と呼ばれてい
（註3）

る。

　「田ノ尻」の地名は、脇神の花田家に伝わる『花田家文書』の「宝永四年　秋田郡比内脇神村打直

野帳
 （註4）　

」にも見ることでき、これによれば田之尻に屋敷地はなく田畑のみとなっている。このことか

ら、田ノ尻では遅くとも宝永四（1707）年には水田が営まれていたと判断できる。　

　以上の内容と、本遺跡の立地及び掘立柱建物跡の時期を照らし合わせると、本遺跡で検出された集

落は脇神集落の前身である田ノ尻村であった可能性が高い。脇神集落の前身である田ノ尻村は今は存

在していないものの、地方誌などでその名が取り上げられており、地元ではその存在が知られてい

た。しかし現存していないことから、場所を含めて詳細は不明であり、幻の村となっていた。今回の

発掘調査で、文献にのみ残された村の地域が絞られ、村の様相の一端が明らかになったことは、地域

の歴史復元にとって、大きな成果といえるだろう。

註１　「大事代記」の原本は現在所在不明である。記事は『鷹巣町史　別巻資料編一』から引用した。

註２　 柴田次雄　『校訂・解題　久保田領郡邑記』　2004　無明舎出版

註３　 元沢口郷土史をつくる実行委員の佐藤実氏の御教示による。

註４　「宝永四年　秋田郡比内脇神村打直野帳」は旧鷹巣町脇神の花田家に伝わる未発表の資料である。資料を所蔵する花田

　　　 攻氏及び資料の写しを所蔵する佐藤実氏のご厚意により、資料の写しを閲覧させていただいた。
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掘立柱建物跡及び柱穴様ピット ( 真上 )
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ふ り が な
所収遺跡名

ふ り が な
所   在   地

コ ー ド
北緯 東経 調 査 期 間 調査

面積 調 査 原 因
市町村 遺跡

番号

ハ
は け の し た い せ き

ケノ下遺跡
秋
あ き た け ん

田県
北
き た あ き た し わ き が み

秋田市脇神字
ハ
は け の し た

ケノ下149外
ほか

05213 －
40°
11′
56″

140°
22′
54″

2011.09.12
～

2011.11.25
2,500㎡

一般国道７号
鷹巣大館道路
建設事業　　

所収遺跡名 種別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

ハケノ下遺跡

散布地

集落跡

古代
（平安時代）

中世
（鎌倉時代）

中世末～近世
（安土桃山時代

～江戸時代）

掘立柱建物跡　  7棟
土坑　　　　　  1基
柱穴様ピット  101基

水田跡　　　　  7面

土師器
須恵器
木製品
陶磁器
銭貨
杭

陶磁器
木製品
石製品

（砥石など）
金属製品

（鉄釘など）

鎌倉時代の掘立柱建
物跡や水田跡、柱穴
様ピット、杭群が見
つかった。中世末か
ら近世にかけて耕作
されていた水田が見
つかった。

要 　 　 約

　ハケノ下遺跡では古代の毛馬内火砕流以降、古代後半には湿地が広がっており、
中世前半に至り集落が形成される。集落が廃絶した後は再び湿地となるものの、近
世初期に開墾されると、その後は現在まで断続的に水田が営まれることとなった。
　文献資料によると、本遺跡で検出された集落は、対岸に位置する脇神集落の前身
である「田ノ尻村」であったと考えられる。村の様相の一端が明らかになったこと
は、地域の歴史復元にとって、大きな成果である。
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